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　令和 6 年1月1日16 時10 分頃に
発生した「令和6 年能登半島地震」
では、能登地方で最大震度7、北陸
地方整備局管内29港湾全てで震度
4以上を観測し、広範囲にわたる液
状化被害、能登半島東側での津波
発生、能登半島北部の地盤隆起など
により、22 港湾において被害が発
生しました。和倉港においても、背
後の和倉温泉の宿泊施設やその周
辺の護岸等に甚大な被害が発生し
ました（写真1 ～ 4 参照）。
　大規模災害からの復興に関する
法律に基づき、七尾市の要請を受
け、2月1日に、七尾市所有の公共護
岸を北陸地方整備局が復旧するこ
とが決定されました。
　復旧にあたり、宿泊施設に近接し
た護岸の倒壊やはらみ出し等により
侵食進行が懸念されたことから、7
月1日迄に、被害拡大防止のための
防砂シート及び土のう設置による応
急復旧を実施しました（石川県によ
る応急復旧箇所含む、写真５～７参
照）。
　和倉温泉周辺の護岸延長は約
3.5kmあり、七尾市や石川県、民間
の所有者が入り交じり、かつ、関係者
が多数だったことから、護岸の復旧
方針を検討するため、各宿泊施設や
行政機関等が参画する「和倉温泉
護岸復旧会議」を5月13日に設置し
ました。検討に当たっては、護岸の
復旧方法に関する各宿泊施設の意
向を丁寧に汲み取るため、個別にヒ

和૔Թઘのੜ業ʢͳΓΘいʣの
岸復旧のऔΓ૊Έޢ͚ͨ޲開に࠶

特集

国土交通省๺཮஍ํ੔උ局ೳొ港湾ۭ港෮ڵਪਐࣨ௕　　ඒ໺　ஐ඙

写真1 被災状況①（護岸傾斜） 写真2 被災状況②（護岸傾斜）

写真3　被災状況③
（護岸崩壊及び傾斜）

写真4　被災状況④
（護岸崩壊）

写真5  応急復旧状況①
（土のう設置）

写真6　応急復旧状況②
（土のう設置完了）

写真7　応急復旧状況③（土のう設置完了）
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アリングを行いました。それを踏ま
え、当該会議において、復旧方法や
留意点等を提示しながら、3回にわ
たり議論を行い、9月26日に護岸
復旧方針をとりまとめました（図1参
照）。具体的には、宿泊施設と護岸
が近接していることから、海側に仮
設道路を整備することで、海側から
の護岸の復旧工事と宿泊施設の復
旧工事を同時に進めることを可能と
し、和倉温泉全体の復旧期間を可
能な限り短縮するとともに、眺望に
配慮し、可能な限り護岸の高さを変
えずに復旧することとしています。
また、天然石の石積み構造とした仮
設道路を護岸構造の一部として活
用し、魚が生息しやすい海洋環境の
構築に貢献するとともに、復旧した
護岸を藻場造成の場として活用する
ことで、水産振興にも寄与するもの
としています。なお、宿泊施設も復
旧する必要がある旅館の意向も踏ま
え、民有護岸を七尾市又は石川県に
公有化し、図2の整備主体により再
整備することとしています。
　この護岸復旧方針に基づき、必要
な手続きを進め、護岸の本格復旧工
事について、12月20日に 3 箇所の
作業ヤード（図2 参照）で施工を開
始し、全面着工しました（写真 8 ～
10 参照）。引き続き、背後にある旅
館の再建と歩調を合わせつつ、令和

8 年度中を目途に可能な限り早期の
完成を目指して工事を行い、和倉温

和૔Թઘのੜ業ʢͳΓΘいʣの
岸復旧のऔΓ૊Έޢ͚ͨ޲開に࠶

泉の生業の再開に向けて取り組ん
で参ります。

写真8　砕石搬入（作業ヤード①） 写真9　舗装撤去（作業ヤード②） 写真10　捨石搬入（作業ヤード③）

図2　位置図と護岸復旧の整備主体

図1　和倉温泉　護岸復旧方針　概要
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　 　 　   1. はじめに

　令和７年度港湾局関係予算におい
ては、『持続的な経済成長の実現』、
『国民の安全・安心の確保』、『地方
創生2.0に資する個性をいかした地域
づくりと分散型国づくり』を3本柱とし
ています。
　予算の規模としては、港湾整備事
業で2,456億円(国費。対前年度比1.00
倍)、港湾海岸事業で152億円（国費。
対前年度比1.00倍）、災害復旧事業
等で14億円（国費。対前年度比1.00
倍）となっています。港湾関係非公共
予算としては、国際戦略港湾競争力

強化実証事業等で26億円を計上して
います。

　 　 　  2．持続的な経済成長の実現

持続的な経済成長の実現のため、
港湾の国際競争力強化や、ＤＸ・ＧＸ
などを原動力とする生産性向上・機
能強化に取り組みます。
　このため、国際コンテナ戦略港湾
を中核とした強靱なサプライチェー
ンの構築や、港湾を取り巻く様々な
情報の有機的な連携を実現するサイ
バーポートの構築を強力に推進する
とともに、カーボンニュートラルポート

（CNP）の形成、洋上風力発電の導
入促進、サーキュラーエコノミーへの
移行に向けた港湾を核とする物流シ
ステムの検討を行い、港湾機能の強
化を通じた我が国経済の持続的な成
長を支える基盤づくりを進めます。
　また、トラックドライバー不足や「物
流の2024年問題」に伴い増大する国
内物流ニーズを安定的に支える内航
フェリー・RORO輸送網の構築・機能
強化、クルーズの再興と世界に誇るク
ルーズの拠点形成に向けた受入環境
整備を進めます。 

令和̓ 年౓౰ॳ港湾ɾ海岸関係༧ࢉʢҊʣ
について

特集

国土交通省港湾局ܭը課　課௕ิࠤ　　岸ຊ　࣏
国土交通省港湾局海岸・防災課　௡೾ରاࡦըௐ੔官　　ᬑݟ　ॆ

＜令和７年度港湾局関係予算の規模＞

注１）上記には内閣府分（沖縄関連）を含む。
   ２）本表のほか、港湾局に関係する令和7年度予算には以下がある。

① 東日本大震災復興特別会計に計上する復旧・復興事業（港湾：13千円）（国費）
② 受託工事費（港湾：6億円）（国費）
③ 社会資本整備総合交付金（4,874億円）の内数及び防災・安全交付金（8,470億円）の内数（いずれも国費）
④ 新しい地方経済・生活環境創生交付金（2,000億円）の内数（国費）
⑤ 国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所における運営費交付金（53億円）の内数及び施設整備費補助金（1億円）（いずれも国費）
⑥ 港湾関係起債事業の事業費見込み額（872億円）
⑦ デジタル庁一括計上システムにかかる経費（10億円）（国費）
⑧ 国際観光旅客税財源観光振興費（490億円）の内数（国費）

   ３）国民保護・総合的な防衛体制の強化等に資する公共インフラ整備については港湾整備事業の内数となる。
   ４）合計は四捨五入の関係で一致しない場合がある。
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　 　 　  ３．国民の安全・安心の確保

　令和６年能登半島地震も踏まえつ
つ、激甚化・頻発化する風水害や切
迫する大規模地震等に屈しない強
靱な国土づくりを推進するため、「防
災・減災、国土強靱化のための５か年
加速化対策」を含むハード・ソフト一
体となった総合的な防災・減災対策
を重点的かつ集中的に講じます。
　このため、海上交通ネットワークの
拠点であり、背後に産業・人口が集積
している港湾において、高潮・高波・
地震・津波等への対策、国土強靱化
施策を効率的に進めるためのＤＸの加
速、予防保全型インフラメンテナンス
への転換に向けた老朽化対策や将来
の維持管理コストも考慮に入れた戦略
的なアセットマネジメント等を着実に推
進するとともに、気候変動を考慮した
臨海部の強靱化を推進します。
　また、令和４年12月に閣議決定され
た国家安全保障戦略等に基づく国民
保護・総合的な防衛体制の強化等に
資する公共インフラ整備（港湾）に取
り組むとともに、港湾におけるサイバー
セキュリティ対策の強化を図ります。

　   　   　   ４．地方創生2.0に資する
個性をいかした地域づくり
と分散型国づくり

　地方の暮らしや経済成長を支え、
地域の個性をいかしながら地方を活
性化する分散型国づくりを推進しま
す。
　このため、地域の基幹産業の競争
力強化や民間投資の誘発等に資する
港湾機能の強化とともに、国際バルク
戦略港湾において資源•エネルギー•
食糧の安定確保に向けた取組を推進

するほか、農林水産物・食品の輸出に
チャレンジする事業者の投資を促進
するための産地と港湾の連携による
輸出促進に取り組みます。
　また、離島における航路の就航率
向上、人流・物流の安全確保、バリア
フリー化等を推進し、住民生活の安
定の確保、住民の交流や観光の振興
による地域活性化など多様なニーズ
に対応します。

　 　 　  ５． 国土交通省港湾局海岸  
          関係予算の概要

　令和７年度においては、南海トラフ
地震、日本海溝・千島海溝周辺海溝
型地震などの切迫性の高い地震・津
波災害や激甚化・頻発化する高潮・
高波災害等からの背後地の防護を目
的とした海岸保全施設の整備を推進

令和̓年౓౰ॳ港湾ɾ海岸関係༧ࢉʢҊʣ
について

するため、港湾海岸関係予算として、
152億円（国費）を計上しています。
　また、令和６年度補正予算におい
ては、災害の激甚化・頻発化に対応す
るため、海岸保全施設の地震・津波、
高潮・高波対策を実施し、ハード・ソ
フト一体の事前防災対策を推進する
とともに、予防保全型インフラメンテ
ナンスへの転換を図り、港湾海岸に
おいて早期に対策が必要な施設の修
繕等を集中的に実施するため、97億円
（国費）を計上しています。
　このほか、令和７年度予算、令和６
年度補正予算において社会資本整備
総合交付金、防災・安全交付金を計上
しています。
　これら令和７年度予算と令和６年
度補正予算を合わせて切れ目なく取
組を進め、施策効果の早期実現を図
ります。

＜直轄海岸保全施設整備事業実施箇所（令和６年度時点）＞
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いて2໊の方に講ԋいただきました。
まずは、金୔大ֶ理工ڀݚ域地ٿ
社会基盤ֶܥ　༝
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比
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政
ㆾ㆕ㆨ㆗

年　ڭत
より、『能登半島地震津波の現地調
ࠪ報ࠂ』と題し、͝ 講ԋいただきまし
た。

　まず、日本海のաڈの地震の津波
と能登半島のಛ௃について͝঺հが
ありました。日本海では15年に1度の
ϖースで津波が発生しており、日本
海Ԋ岸に来ऻした津波エネルギーは
日本全体に来ऻした津波エネルギー
の約4分の1を઎めていることや、ա
の津波も能登半島北方には周囲とڈ
比ֱして水ਂのઙいྖ域が広がって
おり、波の屈 ・ં集中により能登半島
北部へ波のエネルギーが集中する܏
向にあること、また能登半島は半島
の੢側（֎Ӝ）、東側（内Ӝ）でౙق
風࿘によるӨڹがҟなり、波に対す
る防護の考え方もҟなっている点に
ついて৮れられ、֎Ӝは施設高が高

状گであるが、現ࡏの災害対策がਁ
ಁし、強靱でしかもॊೈ性のある防
災対策ができるようになったのでは
ないかと考えている。ࠓ回の講ԋを
機に、津波防災のハード・ソフト対ܖ
策について議論のきっかけになると
いいとײじており、事ྫ঺հを通じて
৭ な々ことを஌ってֶんでいただく機
会にしたいࢫのѫࡰがありました。

　本年度はプϩグラムを2部構成と
し、ୈ1部は能登半島地震津波につ

「第28回海岸シンポジウム」の開催報告

　全国海岸事業促進連合ڠ議会で
は、よりྑい海岸ۭ間の保全と創造
に向けて、民間ஂ体やֶࣝ経ݧ者を
含む様々な分໺の方々の͝意ݟをഈ
ௌし、時୅の要請にద合した海岸の
整備や保全の一ॿとするため、ฏ成9
年以 「߱海岸シンポジ΢ム」を開࠵し
てまいりました。

　本年度においても、国土交通ল及
び農林水産লの͝後ԉを௖き、令和
6年11月28日（໦）（13�00�16�00）に東
౎千୅ా۠Ӭాொ੕ྏ会館ϗーژ
ルにて、ୈ28回海岸シンポジ΢ム『津
波防災のハード・ソフト対策』を開࠵
し、日本全国から海岸管理者、関係
市ொଜ、コンサルλントا業等の方々
に͝参加いただきました。
　また、ࡢ年度に続き、ࠓ回のシンポ
ジ΢ムでもインλーネット配৴を行い
ました。

　開会にઌཱͪ、全国海岸事業促
進連合ڠ議会　ү

ㆂ ㆝ ㆹ

部 խ
ㆾ㆕ㆲ㆓

඙　会長か
ら、2011年の東日本大震災をܖ機に
全ての災害を཈えࠐむことは೉しい
ので、ハードとソフトを組み合わせて
対策行っていく減災の֓念が確ཱさ
れ、防災のレϕルを、レϕル1、レϕル
2に分けて対策を行うことがਁಁし
てきているものとೝࣝしている。その
後、ࠓ年1月の能登半島地震もあり、
息つくՋもແく災害にऻわれている

報 告 事 項

港湾海岸防災協議会

ү
ㆂ㆝

෦
ㆹ

խ
ㆾ㆕

඙
ㆲ㆓

　༷
（Պେֶ　ֶ௕޻஌ߴ）
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港の復興に向けたڠ議会・分Պ会を
設置したことや、水産ிが令和6年
能登半島地震ړ業地域復旧・復興
ٕज़検討会を設置し、ړ港の復旧・
復興に向けて動いていることを͝঺
հ௖きました。

୅行工事の׋後の対応として௚ࠓ　
通しを͝આ໌いただき、最後に能ݟ
登半島地震での気づきと検討՝題を
踏まえ、ࠓ後に͛ܨていきたいとまと
められました。

　ୈ2部は津波防災のハード・ソフト
対策について3໊の方に講ԋ௖きま

　続いて、水産ிړ港ړ場整備部事
業՝能登半島地震災害復旧௚׋୅
行チームの　੢

ㆫ㆗㇀㇉

ଜ ༟
ㆲ ㇍ ㆌ

ړ港ړ　ؽ
場ઐ໳׭より『能登半島地震津波被
害からの復旧・復興支ԉ』と題し、
͝講ԋ௖きました。

　まずは、能登半島地震におけるړ
港の被害の֓要を͝આ໌௖き、水産
ிのॳ動対応として৬һを೿ݣし、
関係ஂ体等と連携して被災状گを೺
Ѳしたこと、ړ港の復旧・復興の考
え方について地域の実情を踏まえて
仮復旧や本復旧を実施したࢫ、͝ આ
໌௖きました。

　また、大規模災害復興法に基づく
୅行工事についてࠜ拠৚จや実施
内༰について৮れられ、体制の強化
として水産ி௚׋୅行チームが設
置され௚׋୅行による工事発஫、؂
ಜ、検ࠪ等についてઐଐ要һを配置
したことや全国の౎道෎県等からٕ
ज़৬һを೿ݣしたことを͝঺հ௖き
ました。

　そのଞ、石川県が能登の水産関係

く、内Ӝは施設高が௿いࢫ、͝ આ໌
௖きました。

に、能登半島地震について地震࣍　
や津波の֓要について͝આ໌があり
ました。地震発生後速やかに津波に
よる被害の現地調ࠪについて、土໦
ֶ会海岸工ֶҕһ会合同調ࠪグルー
プが݁成されたことや津波のಛ௃に
ついて、震源が能登半島௚近であっ
たため、津波が早く౸ୡしたことや
震源௚近以֎でも地形のӨڹにより
速く津波が౸ୡしたことから、ਝ速
なආ೉が必要であること、またෳࡶ
な海ఈ地形のӨڹを受け、地点によ
りಛ性のҟなる（࢟形のҟなる）津
波が発生しているとこΖ、地形৚݅
の理ղ・೺Ѳが重要である͝ࢫઆ໌
௖きました。

　まとめとして、ਁ 水のఔ度は津波
の高さとそれに対する防護力との૬
対的なバランスや背後域のར用形ଶ
で決まってくること、被害のಛ௃とし
て波に対する防護力の考え方と津波
の高さがٯであったため、被害にࠩ
がでたこと、人的被害がগなかった
ことをあ͛られ、அ૚付近では地֪
変動が大きいことからࠓ後の予測に
ついてどう考慮していくのか検討の
必要性があると͝ આ໌௖きました。

༝
㇆ 　 ㆲ

ൺ ੓
ㆾ㆕ㆨ㆗

年　༷
（ۚ୔େֶཧڀݚ޻Ҭ஍ࣾٿձ

（तڭܥ൫ֶج

੢
ㆫ㆗㇀㇉

ଜ ༟
ㆲ ㇍ ㆌ

༷　ؽ
（ਫ࢈ி事業՝直轄୅ߦνーϜ

（׭৔ઐ໳ړ港ړ



8

した。まずは、高஌県土໦部港湾・
海岸՝　Ԭ

ㆈㆉ㇂ㆨ

本 通
ㆿㆡㆮㆶ

৳　՝長より、
『高஌県の海岸事業について』と題
し、͝ 講ԋいただきました。

　高஌県の海岸の֓要について৮
れられた後、3箇所の海岸事業につ
いて事ྫ঺հいただきました。1つ目
はӉړࠤ港海岸について事業֓要
を͝આ໌௖いた後、対策の考え方と
して地震による地盤௜Լが起きたと
しても-1津波の高さに଱えられる高
さを計画の上、事業を実施している
ことや、地۠͝とに行っている事業内
༰のৄࡉについて͝঺հ௖き、地ݩ
住民との࿩し合いによりஈ֊的に整
備しているとこΖもあるࢫ、͝ આ໌が
ありました。

　2つ目は高஌港海岸について事業
֓要を͝આ໌௖いた後、対策の考え
方として3ラインでの対策によるࡾ重
防護の方針で整備しており、-1津波
に対してはఅ内地のਁ水を防護し、
-2津波に対してはਁ水範囲及びਁ
水ਂを減গさせるとともに、ਁ 水する
までの時間を஗らせることで対応し
ていることや国と県の整備における
໾ׂ分୲、整備状گについて͝આ໌
がありました。

　3つ目は宿ໟ市の海岸（৽ా海岸・
宿ໟ湾港海岸・大ਂӜ海岸・大島ړ
港海岸）について事業֓要を͝આ໌
௖いた後、対策の考え方として長期

ਁ水を཈制するためఅ防のਹ上͛、
補強、液状化対策を行っていること
や、地震による地盤௜Լがあったとし
てもຬ潮時の海水面よりఅ防高を高
くする対策を行っているࢫ、͝ આ໌が
ありました。

　2人目は、気ઋপ市Ψス上Լ水道
部　ੁ

㆙ㆋ㇏㇉

原 正
ㆾ㆕ㆲ㇍

部長より、『津波　ߒ
防災地域づくりについて』と題し、͝
講ԋ௖きました。

　まずは東日本大震災の被害状گ
を大୩海岸含め͝঺հ௖き、当ॳの
復旧計画はわずかに࢒る砂඿の上
に防潮అを建てるため、砂඿を全て
ຒめཱてる計画であったものの、地
域の住民から計画の一時ఀ止と住民
意ݟの൓өをٻめるॺ໊活動がなさ
れたことや、各࣏ࣗ会が作成した震
災復興計画において砂඿を࢒す意
決定がなされ気ઋপ市長に提出さࢥ
れたこと、大୩まͪづくりษ強会や
大୩ཬ海づくり検討ҕһ会の活動に
おいて、まͪづくりの形のイラストと
要望ॻが提出されるなど、大୩海岸
を࢒す活動がなされたことが͝঺հ
されました。Ԭ

ㆈㆉ㇂ㆨ

ຊ ௨
ㆿㆡㆮㆶ

৳　༷
（土໦෦港湾ɾ海岸՝௕ݝ஌ߴ）
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　気ઋপ市が住民の意向を計画に
൓өさせるため国や県とڠ議する動
きがマスコミや4N4で࿩題をݺび、
やがて大୩海岸関係者会議がཱͪ
上がり検討の݁果、当ॳとҟなり防
潮అをセットバックし、国道及び背
後地をਹ上͛することで砂඿を復旧
させる計画となり、各࣏ࣗ会及び地
域住民が同意する等、砂඿を࢒す形
で大୩海岸が復旧された経Ңを͝
આ໌されました。

　最後に、防潮అを作る、作らない
といったೋ者୒一を௒えたୈ3のબ
୒ࢶをબͿことができた要Ҽとして
地域のアイσンティティである砂඿を
कりたかった意ࢥ、৴པ関係の構築
や共通する૝いの積み重Ͷ、関係機
関の連携を͛ڍられました。

　3人目は、ೝ定ಛ定非Ӧར活動法
人ࡩライン311　Ԭ

ㆈㆉ㇂ㆨ

本 ᠳ
㆗㇇ㆄㆾ

അ　୅ද
理事より、『東日本大震災のهԱの
ঝについてɻܧ 17,000本のࡩにୗす
͝、いʵ』と題しئ 講ԋ௖きました。

　まず、講ԋ者͝本人の͝経ྺとし
て東日本大震災の際は東北を離れ、
東ژ౎にۈ຿していたとこΖから始
まり、震災௚後はڷނである陸前高
ా市に໭りあらΏるۓ急支ԉを実施
されたこと、NPO法人を設ཱするま
での૝いやNPO経Ӧ者として長期的
に事業ܧ続可能なものであること、
৬業として成りཱつものであること、
対日本・対世界でՁ஋を生み出され
ることを目指しNPOを設ཱしたࢫ、
͝આ໌されました。

手県陸前高ా市におけるؠ、に࣍　
東日本大震災での被災֓要や数ࣈ
でみる復興の現状について͝આ໌が
あり、ೝ定NPO法人ࡩライン311の主
な活動であるࡩの২थ事業が、陸前
高ా市内の津波最大౸ୡ地点まで
ฒ໦をつࡩを২थし、17,000本のࡩ
くることで、東日本大震災のهԱを
後世に఻え࢒すことを目的としている
ことなど、ࡩを২える理༝や૝いにつ
いて、地ݩ住民との心温まるエϐソー

ੁ
㆙ㆋ㇏㇉

ݪ ਖ਼
ㆾ㆕ㆲ㇍

༷　ߒ
（Ψε্Լਫಓ෦௕ࢢઋপؾ）

ドなども交え͝ ঺հされました。

　最後にهԱのܧঝについて防災・
減災のための఻ঝ活動は必要とײじ
ている人は多いものの、被災者、ະ
災者共に心理的なハードルが高いた
め、入口のハードルをԼ͛主体的に
参加してもらうためには様々な参加
手法があり、ୡ成できるためにはい
ΖいΖな৚݅があることを͝આ໌௖
きました。

　最後にү部会長より、講ԋ・事ྫ
঺հの要点をまとめられ、ࠓ回のシ
ンポジ΢ムを通して、強靱かつॊೈ
な津波防災を向上させる必要があり
それが可能な状گになったとײじて
いると総ׅのうえ、ด会しました。

　津波防災の推進にあたってはハー
ドだけでなくソフト対策も必要となっ
ており、対策に取り組んでいく上で、
大変有意ٛなものになったのではな
いかと考えます。

後とも、海岸事業の推進ฒびにࠓ　
全国海岸事業促進連合ڠ議会・港
湾海岸防災ڠ議会の活動への͝支
ԉ・͝ 。いਃし上͛ますئ力をおڠ

Ԭ
ㆈㆉ㇂ㆨ

ຊ ᠳ
㆗㇇ㆄㆾ

അ　༷
（ೝఆಛఆඇӦར׆ಈ๏ਓࡩϥΠϯ311

୅දཧ事）
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大津波観測計による観測のため、観ڊ˞
　測୯Ґは0.1m

■石川県港湾の被害
　石川県で災害ࠪ定を実施した港湾
は、金୔港、七尾港、ྠ 島港、Ӊ出津
港、݀ 水港、খ໦港、൧ా港、ୌ港、
෱Ӝ港、Ԙ԰港、和倉港、半ノӜ港
の12港となります。

　能登半島地震により各港湾で液状
化現৅による地盤௜Լが起こり、港
湾活動に支障をきたすほどの大きな
被害が多数の施設で発生しました。

令和6年　港湾関係災害復旧事業について

ɽ̍͸͡Ίʹ

　令和6年の港湾関係の災害は、1月
1日に発生した能登半島地震から始ま
り、4月に発生した๛後水道の地震お
よび8月に発生した日向ಿの地震、୆風
ୈ10߸などの被害報ࠂがありました。

̎ɽྩ ࿨�೥ͷओͳ֐ࡂ

１）能登半島地震
　1月1日16時10分に石川県能登地方
を震源とするマグニチュード(.)7.6の
地震が発生しました。この地震により
石川県ྠ島市やࢤլொ（しかまͪ）で
最大震度7を観測したほか、北陸地
方を中心に北海道から۝भ地方にか
けて震度6ऑ～1を観測しました。

回の地震により、石川県の金୔ࠓ　
で80Dm、ࢁ形県のञాで0.8m˞の津
波が観測されるなど、北海道から۝भ
地方にかけて、日本海Ԋ岸を中心に広
い範囲で津波が観測されました。

報 告 事 項

国土交通省 港湾局 海岸・防災課 災害査定官　　早川　修

図�1　ೳొ൒ౡ஍਒の਒度෼෍図
ଌ点Λࣔ͢ɻ؍৅ிҎ֎の਒度ؾଌ点໊のˎҹ͸ɺ؍

（ग़యɿؾ৅ி）

図�2　石઒ݝ被災港湾箇所図

図�3　ۚ୔港 岸นの被災状況

図�4　ࣣඌ港 岸นの被災状況

図�5　ྠౡ港 岸นの応急復旧状況

図�7　݀ਫ港 岸นの被災状況

図�6　Ӊग़௡港 ྟ港ಓ࿏の被災状況

　このため、応急復旧工事を行い、
支ԉ物資輸送等の円׈な実施に貢
献しつつ、港湾施設の早期復旧に向
け取り組んでおります。
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■富山県港湾の被害
　෋ࢁ県で災害ࠪ定を実施した港湾
は、෬໦෋ࢁ港、魚津港の2港となり
ます。能登半島地震により臨港道路
にクラックが発生するなど多大な被
害が各施設で発生しました。

■新潟県・福井県港湾の被害
　৽ׁ県で災害ࠪ定を実施した港湾
は、௚ߐ津港、྆ 津港、খ໦港、ദ
࡚港、੺泊港の5港となります。
　また、෱Ҫ県で災害ࠪ定を実施し

た港湾は、෱Ҫ港の1港となります。
  ྆県の港湾においても、ଞ県と同
様に甚大な被害が発生しました。

２）豊後水道の地震
　4月17日23時14分頃に๛後水道　
を震源とするマグニチュード(.)6.6の
地震が発生しました。
　この地震によりѪඤ県Ӊ和島港の
岸นエプϩン部が௜Լしたことで଺
水が発生し、一部港湾機能を૕ࣦす
る被害を受けました。

３) 日向灘の地震
　8月8日16時43分頃に日向ಿを震源
とするマグニチュード(.)7.1の地震が
発生しました。この地震によりࣛࣇ島
県ࢤ෍ࢤ港の岸นエプϩンに௜Լや
ͻびׂれが発生しました。

４）台風第１０号
　8月22日にマリアナॾ島で発生した
୆風ୈ10߸は、27日に非ৗに強い੎
力となってԄඒ地方に接近しました。
その後、進路を北に変えて非ৗに
強い੎力のまま۝भ南部に接近し、
島県に上陸をしました。上陸後ࣇࣛ
は、஗い速度で੎力をऑめながら۝
भ北部地方や࢛国地方を通って東海
道ԭへ進みました。
　この୆風により、ࣛ 島県及び੩Ԭࣇ
県の港湾施設が被災しました。

５）おわりに
　能登半島地震により石川県、෋ࢁ
県、৽ׁ県、෱Ҫ県の港湾施設が甚
大な被害を受けたため、約400݅の
災害ࠪ定を実施しました。
　被災した港湾施設を復旧するまで
は港湾ՙ໾に制約や制限がかかり、
港湾Ϣーβーや地域経済などへの
Өڹも及΅すことから早急な復旧が
急຿と考えております。
・後の災害ࠪ定では8FC会議ࠓ　
ドϩーンө૾・ݩ࣍ࡾσーλ等のσ
ジλルٕज़を積ۃ的に࠾用すること
で、災害ࠪ定の効率化・ਝ速化にも
౒めて参ります。

図�10　෬໦෋ࢁ港 ෺༲৔の被災状況

図�11　෬໦෋ࢁ港 ྟ港ಓ࿏の被災状況

図�12　直ߐ௡港 岸นの被災状況

図�13　྆௡港 ྟ港ಓ࿏の被災状況

図�14　෱Ҫ港 ྟ港ಓ࿏の被災状況

図�8　൧ా港 ๷೾అの被災状況

図�9　和倉港 護岸の被災状況

図�16　ࢤ෍ࢤ港 岸นの被災状況

図�15　Ӊ和ౡ港 岸นの被災状況
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との多重防護によりਁ水ਂの௿減を
図ることとした。

̎ɽ֓ۀࣄཁɾ੔උ໨ඪ

　湾口防波అ（-�1,100m、整備高
5.P.�5.9m）には、̎ つの開口部（メ
イン航路、Ԏ島航路）に加え、Ԏ島
水໳（海ఈ設置型フラップήート）を

福良港津波防災インフラ整備事業について

ɽ̍͸͡Ίʹ

　෱ྑ港は、ฌݿ県最南୺の南あわ
じ市にある地方港湾で、港全体が੉
内海国ཱ公Ԃ内にある（図�1）。ધށ
ഫのԟ来も多く୶路島南部の拠点と
なる港湾であり、ړ業、観光業、造ધ
業等が੝んに行われている。
　一方で、南海トラフڊ大地震による
津波水Ґが県内最大であり、レϕル
̍津波に対してもආ೉を前提とした
計画となる。
　また、事業実施においては、有ࣝ
者や地ݩ関係者で構成される「෱ྑ
港湾口防波అ検討ҕһ会（写真�1）」
で議論を重Ͷ、陸域の防潮అを大き
くਹ上͛することは現実的でないこ
とから、湾口防波అを整備し防潮అ

報 告 事 項

兵庫県土木部港湾課

図�2　湾ޱ๷೾అ 施設位置図

設置し、ړધを含めたધഫ航行の安
全を確保した。
　また、海水交換用の開口部（ऱ࡚
水໳、طଘ防波అ水໳）をメイン航
路の྆࿬に設置した（図�2）。
　なお、津波౸ୡ時間が̍時間以
内と県内でも早い地域であるため、
陸域を含む全ての水໳・陸ᮙ（全48
基）を全国ॠ時ܯ報システム（̟ア

図�1　位置図

写真�1　෱ྑ港湾ޱ๷೾అݕ౼ҕһձ 図�3　整備લޙのਁਫ૝ఆ図

ʪϨϕϧ1ʫ

ʪϨϕϧ2ʫ
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ラート）と連動しࣗ動ด࠯すること
で、水໳・陸ᮙの確実なด࠯とૢ作
者の安全を確保した。

ʻ整備目ඪʼ
●レベル１津波（T.P.+5.3m）
ˠආ೉を前提に、人家部のਁ水ਂを
家԰の全壊を防͙ ことができる֓Ͷ̍
̼ະຬに௿減し、ਁ 水被害をܰ減
●レベル２津波（T.P.+8.1m）
ˠਁ水ਂをレϕル1津波ฒに௿減
し、ਁ 水被害をܰ減

̏ɽ੔උʹ͓͚Δ՝୊ͱରԠ

〇水質環境および漁業への配慮
　෱ྑ港では、ϒランド化に成ޭし
た୶路島̏年とら; （͙写真�2）等を
ཆ৩しており、湾口防波అ設置によ
る潮流્害で水࣭のѱ化が懸念さ
れたため、水࣭シミュレーシϣン݁果
も踏まえ海水交換用の開口部を௥
加することで、水࣭のѱ化を防止した

図�5　海ఈ設置ܕϑϥοϓήーτのด࠯状況（Πϝーδύーε）図�4　։ޱ෦設置ʹΑΔ海ਫަޮ׵Ռ

写真�2　୶࿏ౡ̏年とΒ;͙のཆ৩

（図�4）。さらに、開口部のҐ置をイ
ワシなどの回༡ルートに合わせてお
り、ړ業環境の維持にも配慮してい
る。
　また、有ࣝ者等へのヒアリングの
݁果、海ఈ۷࡟でු༡した寄生஬等
がཆ৩魚のエラへ付着することでஓ
魚の「へいࢮ」にܨがることが懸念
された。このため、寄生஬が生息しに
くい５月～̍ 月̌に施工時期を調整し
た。さらに、潮流に合わせて施工時
間も調整し、懸୙物がఅ内へ流入す
ることを防͙ことで、施工中において
もཆ৩魚へのӨڹを最খ限に཈え
た。

〇景観への配慮
　防波అのܠ観は、੉ށ内海国ཱ公
Ԃを所管する環境লとイメージύース
等を活用した調整を重Ͷ、ܠ観と調
和したڊ石積型の化হ型࿮を࠾用し
た（写真�3）。
　また、Ԏ島水໳を海ఈ設置型フ
ラップήート （ࣜ図�5）とし、海上部
の構造物がখさくなり、大型ړધの
航行やܠ観保全にも配慮した。

〇周辺施設への配慮
　工事施工中、現場周辺にཱ地する
イルカのࣂҭ施設において、イルカの
体調がѱ化する事৅が発生した。原
Ҽ໌ڀのためԻѹ測定の上、有ࣝ者
へヒアリングした݁果、૽ Իによるス
トレスが指ఠされた。

写真�3　ڊ石ੵܕのԽহܕ࿮
写真�4　෱ྑ港௡೾๷災Πϯϑϥ完੒ࣜయ

　よって、ࣂҭه࿥と施工状گの共
有を図ったとこΖ、૽ Իを発生させ
るಛ定の工छとイルカの体調不ྑに
一定の૬関がݟられたため、該当工
छの施工時間については、食事の時
間をආける等配慮した。
　これに加え、Ԛ୙防止フェンスの̎
重化などԻ・振動の఻೻཈制を実施
したことで、状گがվળした。

〇航路切り替え等の安全対策
　෱ྑ港のར用は多ذにわたり、か
つ定期的にધഫが航行している。こ
のため、施工中のધഫ航行や航路の
切ସにおける安全確保のため、港湾
ར用者からなる安全ڠ議会でৗに
情報を共有し、ϗームϖージ等でも
航路状گ等を周஌した。さらに、航
路にカメラを設置し状گをࢹ؂・周
஌することで航行ધഫの安全を確保
した。これにより、̏ 度の大きな航路
切ସがあったが事ނなく安全に施工
を完ྃできた。

̐ɽ͓ ΘΓʹ

　令和６年11月４日に完成ࣜయを行
い、地ݩ関係者等多くの人で೐わっ
た（写真�4）。本事業は、計画ஈ֊か
ら多様な͝意ݟをいただき、事業中
も多くの関係者の͝ڠ力により完成
することができましたことをվめてް
くおྱਃし上͛ます。
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　౎ձͱ͸·ͨҧͬͨޫʹ͋;Εͨ໷͕ܠͱͯ΋৽઱
Ͱ͢ɻԼాߓͷೆ੢෦ʹ͋Δ ͓஡έ࡚ల๬୆͔Βݟ
ԼΖͨ͠ܠ৭Ͱ͠ΐ͏͔ɻӈԼʹ͑ݟΔͷ͸࿨ՎϊӜɺ
ͦͷޙΖ͸੺ࠜౡɺଠฏ༸ͷΑ͏Ͱ͢ɻ͔ͳΓͷڑ཭
Ͱ͕͢ɺͦΕͰ΋ը໘ͷԼ൒෼ɻԼాւதਫ଒ؗͷײ
ΞΫΞυʔϜϖϦʔ߸͔Β࿙ΕΔޫɺԭͷړՐͱͦͷ
൓өɻͦͯ͠ը໘ͷ্൒෼ΛຒΊͭ͘͢੕ʑͷً͖ɻ
σδλϧΧϝϥͷػೳΛੜ͔͠ɺਓؒͷ֮ࢹΛ௒͑Δ
ө૾ΛੜΈग़͠·ͨ͠ɻ

藤井昭浩　下田港　

ミッドナイト

14

ຊίϯςετ͸ɺࣸਅΛ通ͯ͡௡ʑӜʑͷ港΍海ลͷંق࢛ʑͷ࢟Λද͖͍ͩͨͯ͠ݱɺ
ͱ΋͢Ε͹港ͱૄԕʹͳΓ͕ͪͳํʑʹରͯͦ͠ͷັྗΛ࠶ೝ͍ࣝͯͨͩ͘͠ͱڞʹɺ
΢Υʔλʔϑϩϯτ΁ͷؔ৺ΛߴΊ͍ͯͨͩ͘͜ͱΛ໨తͱ͍ͯ͠·͢ɻ
඼ʹରͯ͠࡞೥Ͱ��ճ໨ͷຊίϯςετʹ͸ɺ���఺ͷԠื͕͋Γ·ͨ͠ɻ͍͍ͨͩͨࠓ
ྩ࿨�೥��݄��೔ʹݫਖ਼ͳΔ৹査Λ݁ͨͬߦՌɺ࣍ͷͱ͓Γೖબ࡞඼Λܾ定͍ͨ͠·ͨ͠ɻ

本コンテストの対象となる被写体はほとんどが屋外。昨年よりもレベルが上がったかのような酷暑の影響がかなり出るの
ではと思われましたが、通年の作品募集のためか、マイナスの傾向は見られませんでした。ただ、夜間に撮影した作品が多
かったのは、その影響かも知れません。それにはまた、デジタルカメラならではの機能が関係しているようです。
もともと夕方から夜にかけては光の変化が美しく、風景写真ではゴールデンタイム。高感度撮影が得意、暗部の描写に優
れているという基本的なデジカメの性能に加えて、星や花火などの専用ともいえる撮影モードが搭載され、光を的確に描け
るようになりました。その能力は肉眼以上、それが作画にうまく生かされています。
また理由は分かりませんが、高所からの俯瞰撮影がやや目立ちました。日常の当たり前の視点に対する展望台から見渡す
風景の新鮮な感動。俯瞰撮影の魅力で新たな作品を、ということでしょうか。
テーマ限定のコンテストなので似たような作品が多くなりがちですが、実は作品内容は徐々に確実に変化しています。王
道で行くか、新しい被写体や写し方を試すか、来年も楽しい作品の応募を期待しています。

総　評

港の風景                写真コンテスト

最優秀賞 国土交通大臣賞
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େن໛ͳߓ࿷ͷ͕ࣄ޻ɺγϯϓϧʹμΠφϛοΫʹඳ
͔Ε͍ͯ·͢ɻൣ͍޿ғʹ·͕ͨΔ࿨ՎࢁԼ௡ߓͷͲ
͔͜ͰߦΘΕ͍ͯͨࣄ޻ɻѻ͏෦͕ࡐେ͖͘ॏա͗Δ
ͷͰਓखհೖͷ༨஍ͳ͠ɺͱ͍ͬͨࣄ޻ͷ༷͕ࢠඳ͔
Ε͍ͯ·͢ɻओඃࣸମͱͳΔͷ͸ɺ੺ͱനͷృ৭͕շ
੖ͷ੨ۭʹө͑ͯඒ͍͠ڊେͳΫϨʔϯɻॏͦ͏ͳέ
ʔιϯΛ௻ΓԼ͍͛ͯͩ܏Α͏ʹ͑ݟΔܗ࢟ʹྟ৔ײ
͕ɻۀ࡞ΛݟकΔਓʑ΋ɺ͍޿ւͷεϖʔεΛຒΊΔ
ఴܠͱͯ͠ޮՌతͰ͢ɻ

中村光雄　和歌山下津港　

護岸工事

国土交通省港湾局長賞

খ͞ͳͪͨڙࢠͷӓࣾߓ٩ձֶݟɻ͓ଗ͍ͷ෰ʹഴΘΒ๧ࢠͷ
Ԃࣇʁࣇಐʁͷଆʹ͸ΨΠυ͞ΜɺҾ཰ͷઌੜɺϔϧϝοτ࢟
ͷ଄ધॴͷํͱଗͬͨલܠɻͦͷԞʹ͸ɺେܕΫϨʔϯͱਐਫ
ࣜؒۙΒ͍͠ધମɻྟ৔ײͷ͋Δ૾܈εφοϓͱͯ͠ੜ͖ੜ͖
ͱඳ͔Ε͍ͯ·͕͢ɺഎ͕ܠͱͯ΋ҹ৅తͰ͢ɻಛघͳӷମԽ
ֶ੡඼ઐ༻ͷέϛΧϧλϯΧʔͷಠಛͳܗͱɺృ૷ͨ͠͹͔Γ
ͷ઱΍͔ͳग৭ͷધମ͕ɺӢҰͭͳ͍੨ۭʹө͑ͯු͔ͼ্͕
͍ͬͯ·͢ɻ

佐知浩幸　臼杵港　

みんなで社会見学

（公社）日本港湾協会会長賞

લճɺ౦Ӣਫ໳ͷ࡞඼͕༏ल৆Ͱ͕ͨ͠ɺ
ͷۙ͘ɺڮճ͸ΑΓ্Ґʹೖ৆Ͱ͢ɻউ᱿ࠓ
݄ౡ઒ͱ۱ా઒ΛִͯΔ݄ౡ઒ਫ໳ɻ۱ా
઒ςϥεΛ௨Ε͹ؒۙʹݟΒΕ·͕͢ɺड
৆࡞͸੢஥ڮଆ͔ΒͷࡱӨɻ౎ձͷӡՏͷ
෩ܠΛաෆ଍ͳ͘੾Γऔ͍ͬͯ·͕͢ɺσ
δλϧΧϝϥͳΒͰ͸ͷಠಛͳඳࣸϞʔυ
͕ੜ͔͞Ε͍ͯ·͢ɻ໷ؒͰ͸ͳ͘໌͔Γ
͕౮ΔࠒΛબͼɺΠϥετ෩ͷΤοδͷར
͍ͨඳࣸͱ͢Δ͜ͱͰɺͦͷޫɺബ฻ͷ৘
Ε·ͨ͠ɻ͞ݱදʹࣄݟ͕ܠ

小森一美　月島川水門（東京港）

静かなる月島川水門

港湾海岸防災協議会会長賞
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コンテナターミナルのある西埠頭の夜間作業風景でしょ
うか。タイトルどおり、光の反映が波のように寄せている
足元までフレーミングしたことで、新鮮な画面となりまし
た。強烈な夜間照明が海面に反映して美しい光の帯に見え
る風景は、これまでも今回も数多く応募されていますが、
ひと工夫加えたことが受賞に繋がりました。

部門賞「みなとの活動」
小形俊幸　新潟東港
水面の輝き

四日市市消防出初式のアトラクションの中の一斉放水訓
練の様子でしょうか。四日市コンビナートを背景に放水す
る海上保安庁の巡視艇「あおたき」が主被写体として描か
れています。広く状況を写すのではなく、美しく端正な新
造艇を主被写体にすることで、快晴の青空の下、盛大に行
われたであろう一斉放水をイメージできます。

部門賞「防災」
新居輝雄　四日市港

出初式

横浜港大さん橋の屋上広場、ウッドデッキが会場となった結婚式。出
席者の祝福の中、新婦が赤いウェデ ィングロードを歩き出そうとする瞬
間が高所から俯瞰されています。結婚式が主題とすれば一見散漫に見え
る画面ですが、作者の狙いはこの空間そのもの。なぜか赤い衣装の目立
つ、港の幸せなひとときが記録できました。

部門賞「賑わい」
平野昌子　横浜港
シーサイドウェディング

かつて、瀬戸内の三大銘石「北木石」の産地として栄えたという
北木島の一隅。これは小さな入江なのでしょうか。何気ない水辺
の光景なのですが、船着場の階段や、やや乱れた石積みの岸、一
艘だけ舫った小舟、深い水の色、音の消えたような空気感までが、
地名から連想するイメージに相応しい佇まいに思えてきます。

部門賞「自然・歴史」
稲葉太一郎　北木島
のどかな日

部門賞           
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25分間に２万発の花火を打ち上げるという「みなとみらいスマートフェス
ティバル」の夜の賑わいが、シ ャープな描写で表現されています。コスモワー
ルドの大観覧車や半月形のホテルといった「らしい」ランドマークに花火を重
ね合わせた構成が見事。手前の見物客の「暗さ」と密度が花火大会を引き立て
ています。

小城原淳　横浜港

港の彩華

埠頭を俯瞰・遠望する風景ですが、港の一部分が主役ではなく『或る日の
神戸港』というイメージが表現されています。この作品で一番特長的なの
は、淡くてフラットな青味がかったプリントの仕上がりでしょう。タイトルど
おりの海と空、特に帯のように画面上部を覆う雲が脇役としてその印象を助
長しています。

工藤嘉晃　神戸港

空と海が見守る港の一日

「白浜海女まつり」のハイライト「海女の大夜泳」。わずかな
照明によって白衣を黄赤色に染めた海女たちの姿が、高感度によ
る望遠撮影によって的確に切り取られています。順番に姿勢を低
くしつつ海に入って行こうとする海女たちの姿、それぞれの表情
がまるで絵画のように重厚にドラマチックに表現されました。

山口正明　野島漁港　
大夜泳開始

子供達が主体の放流行事の一コマでしょうか、撮影者が水に入っ
て被写体と向かい合ったことが最大の成功要因でしょう。臨場感に
あふれたスナップとなりました。さらに十分接近したことで、バケツ
を持つ子、見守る人の表情が大きくはっきりと描写できました。ま
た、魚の流れ出すタイミングを的確に捉えています。

有田勉　宮古港　
大きくなって戻ってきて

照明によって白衣を黄赤色に染めた海女たちの姿が、高感度によ
る望遠撮影によって的確に切り取られています。順番に姿勢を低
くしつつ海に入って行こうとする海女たちの姿、それぞれの表情
がまるで絵画のように重厚にドラマチックに表現されました。

山口正明　
大夜泳開始

海上自衛隊の基地もある佐世保港に、13万６千トンのクルーズ客船「アド
ラ・マジック・シティ」が入港。その華やかな光が賑わいを感じさせる港の夜
景を、高所からの俯瞰撮影によって程よくフレーミング。この撮影位置を選
んだことと、画面全体をブルー基調にしたことで、街・港・客船の灯りが強調
できました。

川﨑信義　佐世保港

港の明かり

優秀賞           



18

入　選

林
正
和

晴
天
の
港
大
橋

宇
田
川
憲
一

着
岸
準
備
中

入　　選

古
川
佐
代
美

進
水
作
業
完
了

中
川
雄
喜

黄
昏
の
フ
ェ
リ
ー
港

小
池
基
夫

コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
景

成
岡
勲

ク
ル
ー
ズ
船
出
港

西
山
昌
敏

シ
ャ
ー
シ
の
倒
立

入　選        

松
田
裕
次

男
た
ち
のLast M

eeting

小
城
原
淳

出
航
を
待
つ

長
谷
薫

歓
迎
、
し
ば
し
お
待
ち
下
さ
い



Wave & Beach 19

山
口
健
一

港
の
力
持
ち

原
裕
延

富
士
を
望
む
港

堀
内
勇

日
本
の
ア
マ
ル
フ
ィ

端
雅
利

消
防
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト

長
友
逸
郎

空
か
ら
の
港

柳
堀
利
和

港
で
盆
踊
り

石
山
正
昭

夕
暮
れ
時

宇
田
川
憲
一

着
岸
準
備
中

道
信
タ
ケ
オ

都
市
の
漁
港

藤
田
文
子

歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
て



20

山
本
健
太
郎

華
や
か
に

柴
田
康
彦

よ
い
し
ょ
!!

大
島
正
美

港
の
ク
リ
ス
マ
ス

山
﨑
泰

世
界
遺
産
に
な
っ
た

金
積
み
出
し
港

宮
本
健
吾

湾
を
染
め
る
大
輪

雪
江
博

花
咲
く
港

戸
崎
安
司

夜
明
け
の
漁

西
山
栄

砂
の
芸
術
を
囲
ん
で

河
野
サ
エ
子

海
を
渡
る
み
こ
し

浅
田
久

仕
事
を
終
え
停
泊
中

入　選        



Wave & Beach 21

主催
ʢެࣾʣ೔ຊߓ࿷ڠձ
ձٞڠࡂ๷؛࿷ւߓ

後援
౔ަ௨লࠃ

ೖબ 
੢ࢁণහʮγϟʔγͷ౗ཱʯʢԣ඿ߓʣ
দా༟࣍ʮஉͨͪͷ-BTU.FFUJOHʯ

ʢӓߓ٩ʣʦେ෼ݝʧ
த઒༤تʮԫࠚͷϑΣϦʔߓʯʢീ഼඿ߓʣ
੒Ԭ܄ʮΫϧʔζધग़ߓʯʢਗ਼ਫߓʣ
খ஑ج෉ʮίϯςφλʔϛφϧܠʯ

ʢ౦ߓژʣ
ʣߓʯʢതଟྃ׬ۀ࡞୅ඒʮਐਫࠤ઒ݹ
খ৓ݪ३ʮग़ߤΛ଴ͭʯʢԣ඿ߓʣ　
ྛਖ਼࿨ʮ੖ఱͷߓେڮʯʢେߓࡕʣ　
ʣߓʯʢԣ඿ߓΛ๬Ή࢜༟Ԇʮ෋ݪ
Ӊా઒ݑҰʮண؛४උதʯʢ౦ߓژʣ
௕༑ҳ࿠ʮۭ͔Βͷߓʯʢਆߓށʣ
௕୩܆ʮܴ׻ɺ͠͹͓͠଴ͪԼ͍͞ʯ

ʢ࿨ՎࢁԼ௡ߓʣ
ʣߓʯʢവؗͪ࣋ͷྗߓҰʮ݈ޱࢁ
ງ಺༐ʮ೔ຊͷΞϚϧϑΟʯ

ʢࡶլ࡚ߓړʣʦ࿨Վݝࢁʧ
ಓ৴λέΦʮ౎ࢢͷߓړʯ

ʢ౦ژ౎தԝ۠௭ʣ
༄ງར࿨ʮߓͰຍགྷΓʯʢ۴࿏ߓʣ
ੴࢁਖ਼তʮ༦฻Ε࣌ʯʢߓ࣏ࠓʣ

協賛
　ʢҰࣾʣ೔ຊཱྀ٬ધڠձ
　ʢҰࣾʣ΢Υʔλʔϑϩϯτڠձ
　ʢҰࣾʣ೔ຊ֎٬ߤધڠձ
　ʢҰࣾʣ೔ຊϚϦʔφɾϏʔνڠձ
　ʢҰࡒʣΈͳͱ૯߹ஂࡒڀݚ
　ʢҰࡒʣߓ࿷ۭߓ૯߹ٕज़ηϯλʔ
　෋࢜ϑΠϧϜΠϝʔδϯάγεςϜζʢגʣ

౔ަ௨େਉ৆ࠃ
　౻ҪতߒʮϛουφΠτʯʢԼాߓʣʦ੩Ԭݝʧ
௕৆ہ౔ަ௨ল港湾ࠃ
　தଜޫ༤ʮࣄ޻؛ޢʯʢ࿨ՎࢁԼ௡ߓʣ
日ຊ港湾ڠձձ௕৆

ʧݝʣʦେ෼ߓʯʢӓ٩ֶݟʮΈΜͳͰࣾձ޾ߒ஌ࠤ
港湾ւ؛๷ٞڠࡂձձ௕৆

খ৿Ұඒʮ੩͔ͳΔ݄ౡ઒ਫ໳ʯ
ʢ݄ౡ઒ਫ໳ʢ౦ߓژʣʣ

෦໳৆ʮΈͳͱの׆ಈʯ
　খܗढ़޾ʮਫ໘ͷً͖ʯʢ৽ׁ౦ߓʣ
෦໳৆ʮ๷ࡂʯ
　৽ًډ༤ʮग़ॳࣜʯʢ࢛೔ߓࢢʣ
෦໳৆ʮ೐わ͍ʯ
　ฏ໺ণࢠʮγʔαΠυ΢ΣσΟϯάʯʢԣ඿ߓʣ
෦໳৆ʮࣗવŋྺ࢙ʯ
　Ҵ༿ଠҰ࿠ʮͷͲ͔ͳ೔ʯʢ๺໦ౡʣʦԬݝࢁʧ
༏ल৆
　খ৓ݪ३ʮߓͷ࠼՚ʯʢԣ඿ߓʣ
ʣߓށͷҰ೔ʯʢਆߓकΔݟʮۭͱւ͕ߊՅ౻޻　

ਖ਼ޱࢁ　　 ʮ໌େ໷ӭ։࢝ʯʢ໺ౡߓړʣʦ࿨Վݝࢁʧ
　　઒㟒৴ ʮٛߓͷ໌͔Γʯʢੈࠤอߓʣ

　༗ాษʮେ͖͘ͳͬͯ໭͖ͬͯͯʯʢߓݹٶʣ

੢ࢁӫʮ࠭ͷܳज़ΛғΜͰʯ
ʢ໪དྷւ؛ʣʦ෱ౡݝʧ

ઇߐതʮՖ࡙͘ߓʯʢԣ඿ߓʣ
୺խརʮফ๷ϖʔδΣϯτʯʢ౦ߓژʣ
౻ాจࢠʮྺ࢙ϩϚϯΛͯ͡ײʯʢখ୬ӡՏʣ
Տ໺αΤࢠʮւΛ౉ΔΈ͜͠ʯ

ʢភౡʣʦݝޱࢁʧ
ʧݝ඿ʣʦઍ༿ށʯʢ໦ړʮ໷໌͚ͷ࡚࢘҆ށ
େౡਖ਼ඒʮߓͷΫϦεϚεʯʢԣ඿ߓʣ
ʣߓౡ޿ʮ࿷ΛછΊΔେྠʯʢޗຊ݈ٶ
ʯߓͳͬͨۚੵΈग़͠ʹ࢈㟒ହʮੈքҨࢁ

ʢେؒߓ੻ʣʦ৽ׁݝʧ
ૣ઒޾෉ʮܴࣜ׻యʯʢ໊ݹ԰ߓʣ
Ҽౡʣࢢඌಓݝౡ޿ຊ݈ଠ࿠ʮ՚΍͔ʹʯʢࢁ
ʣߓށ඙ʮΑ͍͠ΐʂʂʯʢਆ߁ాࣲ
ઙాٱʮࣄ࢓Λऴ͑ఀധதʯʢਫౡߓʣ
༗ాษʮ໢ચ͍ʯʢߓݹٶʣ
஛Լ๜ໜʮίϯςφϠʔυͷ՚ʯʢେߓࡕʣ
໌໺හߦʮ͠ׯλίͮ͘Γʯ

ʢೋߓݟʣʦฌݝݿʧ

審査員ʢॱෆಉɾܟশུʣ

　ᜊ౻　ைʪ౦ۀ޻ژେֶ໊༪ڭतʫ
　ն　༸ࢠʪܟѪେֶಛ೚ڭतʫ
　দ໺ਖ਼༤ʪࣸਅՈʫ
　ҳݟ　ਔʪࣸਅՈʫ
　੢ଜঘݾʪࣸਅՈʫ
　നҪਖ਼ڵʪࠃ౔ަ௨লߓ࿷ہւ༸ɾڥ؀՝௕ʫ　
　՝௕ʫࡂɾ๷؛ւہ࿷ߓ౔ަ௨লࠃमೋʪݪ্　
　େ࿬　ਸʪʢެࣾʣ೔ຊߓ࿷ڠձཧࣄ௕ʫ
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শ͑Α͏ɺͦのޭ੷ɻ
「2�2�年ᖛࡍࠃྕޜޱ৆」

���͸͡Ίʹ

　日本における津波防災の日であ
る11月5日が、2015年の国連総会で
「世界津波の日」として制定された
ことをܖ機に、Ԋ岸防災ٕज़に係る
発及びී及促進を図る΂く、「ᖛܒ
口ྕޜ国際৆」が国土交通大ਉ৆
として創設されました。৆໊は、160
年ほど前に、ࡒࢲを投͛うってଜ人
の໋を津波からकったلभのҒ人
を༝来としています。
　9回目となる2024年ᖛ口ྕޜ国際
৆දজࣜయの֓要について঺հし
ます。

̎ɽड৆ऀͱͦͷޭ੷

　ᖛ口ྕޜ国際৆のࣜయ等、දজ
にࢸるまでの一連の事຿は、国土交
通ল関係の18ஂ体で構成される国
際津波・Ԋ岸防災ٕज़ܒ発事業組
৫ҕһ会(事຿局ʀ国ཱڀݚ開発法
人 海上・港湾・航ۭٕज़ڀݚ所　
港湾ۭ港ٕज़ڀݚ所）で実施され
ています。
　多くの候補者の中から、国内֎の
多数の有ࣝ者で構成されたબ考ҕ
һ会（ҕһ長ʀՏాዳত　ژ౎大ֶ
໊༪ڭत）による৹ࠪの݁果、2໊
と1ஂ体がબ定されました。

＜受賞者の審査結果＞
◎高山 知司 博士
（京都大学名誉教授）
　高ࢁത࢜は、我が国の防波అ等
のٕज़基४に「不規ଇ波」を世界に
ઌۦけて取ࠐむほか、「高ࢁ法」と
͹れる੩Ժ度ղੳ手法を確ཱしݺ
広くී及させる等、Ԋ岸波࿘ڀݚに
大きく貢献されました。また、メキシ
コやトルコの水理ڀݚ所設ཱにおけ
るٕज़ڠ力や留ֶ生指導による海
֎のٕज़者ҭ成や、国内֎の津波・
高潮等の被災地域の現地踏ࠪでの
指導的໾ׂを果たすほか、津波防
災に関するܒ໤ॻ出൛等防災ڭҭ
においても多大なる貢献をされまし
た。

◎ヴァラム・スンダー 博士
（インド工科大学マドラス校名誉教授）
　ϰΝラム・スンμーത࢜は、40年
以上の長きにわたりڀݚŋڭҭにै
事し、ڀݚ論จ発දのみならず防
波అや護岸の଱波性能や波࿘཈止
効果の向上に関する300を௒える世
界各地での現地プϩジェクトに貢
献されました。また、2004年12月の
インド洋大津波発生௚後の調ࠪݚ
チームཱ上͛と調ࠪ݁果を国際ڀ
津波防災セミナーで発৴したほか、
*")R（国際水理環境ֶ会）アジア
ଠฏ洋部会長を຿める等、Ԋ岸防
災・津波対策における国際的活動に

大きく貢献されました。

◎メイクウェーブス・ツナミ・コラボ
　レーション
 （イギリス）
　Ԥभの大ֶ等のٕज़者、Պֶ者、
実຿者により構成される連携組৫
として、20年以上にわたりֶ際的か
つ多֯的なアプϩーチによる、津波
に対するԊ岸構造物等の設計とධ
ՁのためのՊֶ的஌ݟと実用的な
対応策の開発に貢献されました。ま
た、ڀݚ成果は、ถ国の建築基४へ
の൓өや災害保ݥにおけるリスクධ
Ձ等様々な分໺で࠾用されているほ
か、2011年の東日本大震災以߱は
東北大ֶとも連携する等、防災ઐ໳
家の人ࡐҭ成にも大きく貢献されま
した。

���ᖛ࡞ࡍࠃྕޜޱจίϯςετ

　より෯広い世୅に津波防災のී
及・ܒ発を図るため、ᖛ口ྕޜの
エϐソードをಡんで、「考えたこと」
等を「したことݧ体」「じたことײ」
௲った作จを、国内֎の高ߍ生から
ื集しました。2023年から始められ
た৽たな取組で、ࠓ回が̎回目とな
ります。6カ国から50作品の応ืが
あり、応ื作品数は前回を上回りま
した。ᖛ口ྕޜ国際作จコンテスト
બ考ҕһ会によるݫ正な৹ࠪの݁

TP Q J D TTP Q J D T

国土交通省　港湾局　海岸・防災課　災害ରࣨࡦ
課௕ิࠤ　川ݪ　༸
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果、༏ल৆̍作品、入બ3作品がબ
定されました。

＜受賞者＞
◎優秀賞

プニャキーティ・ラム・Ϟハンさん
（4%7&.)44, "MBQQV[IB, 　
　,FSBMB（インド））

◎入選
　౬ઙ ါಹさん
  （඿দ日体高等ֶߍ）
川 海ۭさんࠇ　
  （長࡚県ཱ長࡚੢高等ֶߍ）
　サジャル・ジェインさん

（"(R" P6#-*C 4C)OO-
（インド））

受৆作品は、以Լの6R-参照。
IUUQT ���XXX.QBSJ .HP .KQ�P%'�
S 6 E @ F T T BZ D P O U F T U X J O O F S @
KQ@20241025D.QEG

̐ɽत৆ࣜٴͼه೦ߨԋձ

౎千୅ా۠ژ年10月30日、東ࡢ　
にある海ӡクラϒにおいて、ᖛ口ޜ
ྕ国際৆、ᖛ口ྕޜ国際作จコンテ
スト༏ल৆のत৆ࣜが開࠵され、受
৆者のほか、બ考ҕһ会のՏాዳ
তҕһ長、ᖛ口ྕޜԧの͝ࢠଙであ
るᖛ口道༤ヤマサে༉（ג）会長、
੪౻మ෉国土交通大ਉ等、約120໊
が出੮しました。その後のه念講ԋ
会では、๯಄で作จコンテスト༏ल
৆を受৆したプニャキーティさんよ
り、受৆作を൸࿐していただき、続
いて、国際৆受৆者より津波・Ԋ岸
防災ٕज़等に関する取り組みについ
て、講ԋしていただきました。

ࣸਅ�　ه೦ࣸਅ

̑ɽ͓ ΘΓʹ

津波は、ڪΖしい災害です。世界
に෯広く事前防災の重要性をೝࣝし
ていただくことは、世界各地で発生
する、津波による被害の最খ化に大
きく貢献するものです。
　引き続き、ᖛ口ྕޜの໊前ととも
に、レジリエントな世界の構築を進
めて参ります。

ࣸਅ�　ϰΝϥϜ・εϯμʔത࢜
ʹΑΔه೦ߨԋ

ࣸਅ�　දজ१ͷत༩
ʢӈʀࢁߴത࢜ʣ

ʢࠨʀදজ१Λत༩ͨ͠੪౻େਉʣ

ࣸਅ�　国࡞ࡍจίϯςετදজ१त༩
ʢӈʀϓχϟΩʔςΟ͞Μʣ

ʢࠨʀදজ१Λत༩ͨ͠ᖛޱ会௕ʣ

ࣸਅ�　ϝΠΫ΢Σʔϒε・πφϛ・
ίϥϘϨʔγϣϯʹΑΔه೦ߨԋ

ʢࠨʀςΟπΟΞφ・ϩθοτത࢜
   ӈʀσϏου・ϚΫΨόʔϯത࢜ʣ



24

海֎のߍߴੜ͕ീ୅港Ͱ
ݧ༌ૹΛମࢿԉ෺ࢧٸۓ

���͸͡Ίʹ

　̍̍ 月５日の「世界津波の日」は、
̎̌ ５̍年の国連総会で日本が提এ
し、࠾୒されました。ཌ̎̌ ６̍年か
らは、世界各国の高ߍ生と日本の高
生が参加し、津波をはじめとするߍ
ࣗ然災害のڴҖや対策をֶび、議論
するとともに、交流を通じておޓいの
きずなをਂめる「世界津波の日」高
。されています࠵生サミットが開ߍ
　本年は、「ฏ成̎̔年۽本地震」
や「令和̎年７月߽Ӎ」を経ݧした
本において、地震や津波などのࣗ۽
然災害による被害を最খ化し、国
土強靱化を୲う将来のリーμーのҭ
成と世界各国の「きずな」を一૚ਂ
めることを目的に「世界津波の日」
̎̌ ̎４高ߍ生サミット̸ 本が開۽̽
、にઌཱͪ࠵されました。また、開࠵
本サミットに参加する海֎の高ߍ生

「एき津波防災大࢖」が、۽本県内
の被災地のֶݟや防災ֶश、県内各 
地の高ߍ生との交流を行うスλσィ
πアーもซせて実施されました。
　国土交通ল۝भ地方整備局は、こ
のスλσィπアーで、高ߍ生に大規模
地震災害による被災地を૝定したۓ
急支ԉ物資の輸送等を体ݧしてもら
い、防災対策の重要性および国土交
通লが取り組む災害対応について、
理ղをਂめてもらえるよう防災܇࿅
を実施しました。

̎ɽ๷܇ࡂ࿅ͷ֓ཁ

実施日ɿ̎ ̌̎ ４年̍̌ 月̎ 日̎
会　場ɿീ୅港（くまϞンポートീ୅）
本県ീ୅市৽港ொ۽） 丁̍目̎ ５）

実施者ɿ۝भ地方整備局、
本地方気৅୆۽  　　　

参加者ɿ海֎の高ߍ生　約６̌ ໊
　　　　（̍ ̎か国から参加）
実施内༰ɿ
ᶃ海洋環境整備ધ「海ᗅ（かいこ

う）」によるඬ流物回ऩ܇࿅のֶݟ
ᶄ津波フラッグを用いたආ೉܇࿅
ᶅۓ急支ԉ物資の輸送・څ水܇࿅

̏ɽ๷܇ࡂ࿅ͷ಺༰

１）海洋環境整備船「海煌」による
　 漂流物回収訓練
　地震により津波が発生し、流໦等
のඬ流物がീ୅港内をຒめਚくし、ۓ
急支ԉ物資の受け入れができない状
۝भ地方整備局が所有、を૝定しگ
する海洋環境整備ધ「海ᗅ」によるඬ
流物の回ऩ܇࿅をֶݟしました。　
　高ߍ生は、岸น上から「海ᗅ」に౥
されたスキッύーによる໦くず等のࡌ
回ऩや多関અクレーンによる流໦回ऩ

TP Q J D TTP Q J D T

国土交通省　۝भ஍ํ੔උ局　港湾ۭ港部　港湾ۭ港防災・؅ػةཧ課

ਤ̍　ീ୅港ʢ͘·Ϟϯϙʔτീ୅ʣ ਤ̎ʮ海ᗅʯͷඬྲྀ෺ճऩΛֶ͢ݟΔ༷ࢠ
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をֶݟするとともに、「令和̎年７月߽
Ӎ」で有໌海やീ୅海に大ྔに流出し
たඬ流物が海上交通やړ業にӨڹし
ないよう回ऩした事ྫを঺հし、ඬ流
物の回ऩに対する理ղをਂめました。

２）津波フラッグを用いた避難訓練
　海岸で津波ܯ報が発දされた状گ
を૝定し、۽本地方気৅୆の୲当者
が津波フラッグを大きく振って、ආ೉
をݺびかけました。高ߍ生は、津波フ
ラッグによるݺびかけを受けて、高୆
にཱݟてたආ೉場所へਝ速にಀ͛る
࿅を行うとともに、「東日本大震災」܇
で多くの方が津波による被害を受けた
ことやௌ֮だけでなく֮ࢹ的に఻ୡす
ることの重要性について、理ղをਂめ
ました。

３）緊急支援物資輸送・給水訓練
　 ）̍により、ീ୅港内のඬ流物がఫ
され、岸นがར用可能になったたڈ
め、支ԉ地から「海ᗅ」に積ࡌされた
急支ԉ物資と生活用水を、྘地にۓ
設けたආ೉所にӡび入れる輸送܇࿅
を実施しました。高ߍ生は、接岸した
「海ᗅ」からۓ急支ԉ物資と生活用
水を受け取り、ӡൖंに積みࠐむ൝と
ආ೉所へӡൖされたۓ急支ԉ物資を
ආ೉所にӡび入れる൝に分かれ、各
൝の作業状گもө૾でֶݟしつつ、
各所で輸送を体ݧしました。
　また、「۽本地震」では、海ᗅをは
じめ全国の地方整備局が保有するધ
ഫをར用した支ԉが行われたことや、
令和６年 月̍̍ 日に発生した「能登半
島地震」でも、港湾をհしたۓ急支ԉ
物資輸送が行われたことを঺հし、ߋ
に理ղをਂめました。

̐ɽ͓ ΘΓʹ

型とݧ࿅は、参加体܇回の防災ࠓ
し、港湾を拠点としたۓ急支ԉ物資
輸送等の災害対応について、世界各国
の将来を୲う高ߍ生のهԱに࢒るよう
なものとなるよう౒めました。当日は、
খӍࠞじりの天候にもかかわらず、高
ײ੎が࢟に取り組む݋生からは真ߍ
じられ、フランスから参加した高ߍ生
からは、「海の近くに住んでいるので、
この経ݧはࠓ後も໾にཱつとࢥう。」
「フランスでもߑ水がおきるので、ֶ ん
だことを生かしたい。」と振りฦってく
れました。
　参加した高ߍ生が、ࠓ回の܇࿅で
ֶんだ஌ࣝと経ݧをࣗ 国へ持ͪؼり、
ࣗ然災害から国や地域、໋ をकるリー
μーとなり、世界で活༂していくことを
 。っていますئ

ਤ̑　ʮ海ᗅʯΛഎʹه೦ࡱӨ

ਤ̏　௡೾ϑϥοάͷݺͼ͔͚Ͱආ೉͢Δ༷ࢠ

ਤ̒　܇࿅ޙ͸͘·Ϟϯͱ΋ه೦ࡱӨ

ਤ̐　ࢧٸۓԉ෺ࢿͷ༌ૹΛମ͢ݧΔ༷ࢠ
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೔ຊߴ࠷ๆのϏʔνεポʔπେձ͕ू݁ʂ
「ジϟύンϏʔνήʔムζਢຏ」

☲ਢຏւ؛ͷັྗΛશࠃʹൃ৴

　ਢຏ海岸（ฌݿ県ਆށ市）は、ਆ
から電ंで15「ٶࡾ」市の中心地ށ
分ほどの場所にҐ置し、「+Rਢຏ
Ӻ」の目の前には全長1.8ᶳのϏーチ
が広がるࣗ然海岸である。
　地域住民を始め、Նقシーズンに
は関੢ݍから多くの海水ཋ٬が๚
れ、೐わいをみせているが、以前は
マナーのѱい海水ཋ٬や૽Ի問題
などが目ཱっていた。ਆށ市は、「୭
もが安心してշదにա͝せるਢຏ海
岸」を目指すため、૽Ի・ՖՐの規
制やېԎ、入れ๽の࿐出ې止など、
݈全化を図るための৚ྫを制定し
た。さらに、家଒連れやখさいࢠど
もでもָしめるように、砂඿のԕઙ

TP Q J D TTP Q J D T

/10๏ਓ೔ຊϏʔνจԽৼڵ協会
୅දཧࠤ　ࣄഢ ඒ߳

��� ᶳにの΅るਢຏ海؛

化工事や海岸のԼ水道を整備したこ
とで、海の家のシャワーやトイレの
ഉ水もԼ水ॲ理ができるようになっ
た。
　これらの取り組みを踏まえ、国際
N(O「'&&（国際環境ڭҭ基金）」
がೝ証する「ϒルーフラッグ」を取ಘ
するためਃ請を行った。「ϒルーフ
ラッグ」は、「環境ڭҭと情報」「水
࣭基४」「環境マネジメント」「安定
性・サーϏス」の4分໺33߲目の基
४をຬたしたϏーチ・マリーナに与
えられ、現ࡏでは、世界51 ϱ国、
5,121 ϱ所が取ಘし、日本では14 ϱ
所の海水ཋ場・マリーナがೝ証を受
けている。ਢຏ海岸はその基४をす
΂てຬたし、2019年に「ϒルーフラッ
グ」を取ಘした。

　リニューアルしたϏーチは「安心・
安全でշదなਢຏ海岸」のັ力を広
くPRするため、2017年から「Ϗーチ
ライフJOਢຏ」を開࠵し、中でも、Ϗー
チバレーボールやϏーチ΢ッドボール
の一ൠ大会は޷ධとなった。
　そして2023年、日本最高ๆのϏー
チスポーπ大会が集݁する日本ॳ

「ジャύンϏーチήームズਢຏ」が開
され、大会を通じて全国にਢຏ海࠵
岸の取り組みを൸࿐した。

ϏʔνήʔϜζ೔ຊটகϓϩ
δΣΫτ

　このイϕントは、世界で開࠵され
ているϏーチ・マリンスポーπの国際
大会「アジア・ワールドϏーチήーム
ズ」をটக̧̥ し、興ຯを持っていた
だくためのプϩジェクト「Ϗーチήー
ムズ日本টகプϩジェクト」の活動の
一環として開࠵されてきた「ジャύン
Ϗーチήームズフェスティバル」をより
競ٕ化した大会である。
　海や砂඿を෣୆にしたϏーチ・マ
リンスポーπの総合大会「アジアϏー
チήームズ」が、2008年にインドネ
シア・バリにて開࠵され、世界がそ
の大会に஫目した。そして、アジア
の࿮を௒えて2019年「ワールドϏー
チήームズ」がカλール・ドーハにて
行われ、97ϱ国1237人のબ手が集
݁し6日間にわたって13競ٕ36छ目
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が実施された。
　世界では積ۃ的なϏーチ資源の活
用が活発的に行われ、観光誘٬、
経済活性に݁びついている。
　島国日本のϏーチ資源を多分に活
かし、「ݩ気力・活性力・世界への
発৴力」に͛ܨるため、2014年「Ϗー
チήームズ日本টகプϩジェクト」を
発足した。
　2017年には、Ϗーチバレーボール
をはじめ、競ٕஂ体とネットワーク
を強化し、「ジャύンϏーチήームズ
フェスティバルおだい͹（東ژ౎港
۠お୆場海඿公Ԃ）」をスλート。多
छ多様なϏーチ・マリンスポーπの
公ࣜ戦や体ݧ会を実施し、ୈ1回
開࠵時には約60,000人が来場し、
஫目を集めた。
　これに関心を寄せた千༿市が
2020年に「ジャύンϏーチήームズ
フェスティバル千༿（千༿県千༿市
Ҵໟ海඿公Ԃ）」を開࠵し、そしてਆ
した「ジャࢹ市がより競ٕ力を重ށ
ύンϏーチήームズਢຏ」の開࠵に
向けて手を͛ڍた。

δϟύϯϏʔνήʔϜζਢຏ

　「ジャύンϏーチήームズ」は、Ϗー
チ・マリンスポーπ競ٕの最高ๆの
公ࣜ戦を開࠵する大会であり、多छ
目の競ٕを同時に観戦できる大会は
ଞにない。公ࣜ戦では、ポイント֫
ಘ、৆金、日本୅දを決定するなど、
બ手のύフΥーマンス力も非ৗに高
い。།一ແೋのϏーチスポーπ総合
大会「ジャύンϏーチήームズ」がਢ
ຏ海岸でスλートし、2024年に2回
目の開࠵をܴえた。

アーバンスϙーπでਓؾのスラックライン

ビーチコーフボール

ビーチバレーボールࠤഢ美߳Χップ
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　開࠵を੝り上͛るため、ਆށ市ڠ
力のもと、ਆށ市内の঎業施設、電
ं、Ӻ構内、バスं྆など公共交
通機関にイϕントポスλーをܝ示、
Ӻ構内のσジλルサイネージを活用
したイϕントࠂ஌、地ݩのキーメσィ
アでのC.出ԋなど、ありとあらΏる
એ఻をしたことで、市内から近県ま
での大きなPRにつながった。
　10月5日（土）、6日（日）の2日間
で関੢ݍを中心にଞ県から約25,000
人の来場者が๚れ、Ϗーチスポーπ
の公ࣜ戦 6 छ目、体ݧ会11छ目の
プϩグラムが大会を੝り上͛た。
　公ࣜ戦には、ࠓ年৽たなスポーπ

「Ϗーチコーフボール」が参画した。
Φランμ発঵のスポーπで、世界約
69 ϱ国で行われている「コーフボー
ル」は、バスέットボールにࣅたٕٿ
で、உঁࠞ合 8人制で行われ、ド
リϒルې止、2歩以内の移動制限、
360度シュートが可能などのルール
がಛ௃的である。ӡӦした日本コー
フボールڠ会としても、ॳめての大
会を開࠵し、࡛ۄ県やѪ஌県、Ԭ
県など全国から7チームが参加しࢁ
た。体ҭ館などのインドアで行うこ

ととҧい、「砂」「風」「日ࠩし」など
ࣗ然の中でのプレイに最ॳは͗こͪ
なかったબ手の動きも、ঃ々に׳れ
ていった様ࢠで、Ϗーチならではの
μイナミックなプレイやスϐーσィーな
ల開に、બ手たͪもসإをݟせ、Ϗー
チスポーπのັ力を体ײしていた。
　2日間に౉る೤戦を制した༏উ
チームはトϩフィーをت、͛ܝびを
分かͪ合い、スマートフΥンでه念
を4N4へアッࢠӨをして、その様ࡱ
プした。日本コーフボールڠ会も大
会を通じて、「Ϗーチ」のັ力を再ೝ
ࣝし、ࠓ後の発లに意ཉをݟせてい
た。
　「観る」だけではなく、「体ݧ」でき
るのも、「ジャύンϏーチήームズ」の
人気のͻとつである。体ݧ会の中で
੝り上がりをݟせていたのが、「Ϗー
チ૬๾（ӡӦஂ体ɿ公ӹஂࡒ法人日
本૬๾連ໍ）」であった。؆қ的な
土ඨがつくられ、現໾の૬๾બ手が
土ඨの周りでވ࢛を踏む࢟に、家଒
連れや֎国人旅行者も近くに来てそ
の様ࢠをカメラにऩめていた。体ݧ
会の「体当たりチャレンジ」では、ࢠ
どもたͪが力を合わせてબ手をԡし

出すことに௅戦。土ඨ際までબ手を
௥いࠐむと、「ؤுれʂ」と応ԉする
੠に、ࢠどもたͪもそれに応えるよ
うに力を入れ、બ手が倒れるとࢠど
もたͪはඈび上がってتんでいた。
さらに੝り上がりをݟせていたのは、
大人との取組みだった。大ฑな参加
者がإを੺くして力いっͺいબ手を
ԡしてもϏクともしない様ࢠに、周り
から「ԡせʂԡせʂ」と੠ԉが送られ、
一体ײが生まれていた。ӡӦした日
本૬๾連ໍは、૬๾を「観る」から「取
る」ָ しさを体ײし、਎近にײじても
らうことができたと、手応えをײじて
いた。まさに、日本ಠࣗのスポーπ
である。

ಉ࣌։࠵ΠϕϯτʻϏʔνϥΠ
ϑJ̽ ਢຏ����ʼ

　Նの海水ཋだけでなく、ق࢛を通
じて地域住民がਢຏ海岸をར用する
ことで、「ϔルスアップ」「੨গ年ҭ
成」「海辺の環境保全」、そして、Ϗー
チ・マリンスポーπを活用した「観光
誘க促進」につながることを目的に、
長年਌しまれてきた「ϏーチライフJO

すまいる৯ಊビーチ૬๾

TP Q J D TTP Q J D T
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ਢຏ」も、同時開࠵イϕントとして会
場を੝り上͛た。
　「Ϗーチバレーボール4人制一ൠ大
会～ࠤഢඒ߳カップ～」「Ϗーチ΢ッ
ドボール大ଜഋ」は、年々参加チー
ムが増え、Ϗーチバレーボールは56
チーム303人、Ϗーチ΢ッドボール
は22チーム96人のエントリーがあり
աڈ最多となった。྆イϕントのಛ
௃は、地اݩ業の参加チームが多い
ことである。社һが家଒を連れて参
加する様ࢠもあり、਌を応ԉするࢠ
どもの࢟や、ا業間の交流も生まれ、
まさにଠཅのԼの大ӡ動会である。
　そして、「ϏーチライフJOਢຏ」の
誘٬につながる「すまいる食ಊ」は、
地ݩのҿ食ళ約40ళฮを௒えるキッ
チンカーがฒび、地産地ফのྉ理や
多国੶ྉ理、スイーπなどがൢചさ
れ、大いに೐わいײが増した。྆日
とも、「すまいる食ಊ」には行ྻがで
き、ച切れళฮも続出するなど、੝
。をみせていたگ

ւลͷڥ؀อશ׆ಈ

　本イϕントでは、地域とڠಇして
「海辺の環境保全活動」にも取組ん
でいる。海辺をकり、ҭて、創り上
͛ていくことで、よりよい海辺環境
を࣍世୅に࢒せるよう、様々な活動
を通じてܒ発している。
　Ϗーチスポーπアスリート、来場
者、参加者とともに行う「Ϗーチクリー
ン活動」では、活動前に参加者に「Φ
リジナルϏーチクリーンバッグ」を配
෍している。メッシュ地でできたバッ
グを࢖用することで、砂がམͪてΰ
ミだけが࢒り、分別しやすい࢓組み
となっている。࢖いࣺてのΰミାと
はҧい、ચって܁りฦし࢖えるエコ
バッグとしての機能も݉Ͷ備えてい
る。Ϗーチに༡びに行くときはこの
バッグを持っていき、ΰミを持ͪؼ
るश׳づくりが定着することを目指し
ていきたい。
　ਢຏ海岸で藻場づくりや海洋保
全活動などを行っている「ਢຏཬ海
の会」も活動に参加。ࢠどもたͪと

アϚϞのछま͖

アϚϞϙットを২えるۀ࡞

一ॹに「アマϞのछ২えポット」を作
るϒースを出లし、ਢຏ海岸に住む
海洋生物や海洋環境をわかりやすく
આ໌しながら、๛かな海をकる大切
さについてࢠどもたͪに఻えていた。

「アマϞポット」はμイバーが海にજ
り、一つずつ海ఈに২えられた。

　「Ϗーチήームズ日本টகプϩジェ
クト」発足から10年が経ͪ、Ϗーチ・
マリンスポーπஂ体も33ஂ体となり、
一ؙとなって各地でϏーチを੝り上
͛てきた。2025年には「ジャύンϏー
チήームズਢຏ」で国際大会を予定
している競ٕஂ体もある。
を৅ށਆ」「まれたϏーチ環境ܙ」　
௃するܠ観」「༏れたཱ地・ར用し
やすいσβインۭ間」「౎市とϏーチ
の྆方をָしめる旅ઌ」としてのಛ
௃、ັ力を備えているਢຏ海岸。こ
の強みを最大限に活かし、「Ϗーチ・
マリンスポーπがָしめる安心・安
全でշదなਢຏ海岸」として市民の
みならず、関੢ݍの方々にも਌しん
でもらえるよう、ࠓ後もਆށ市と連
携を図り、港、海辺の発లを進めて
いきたい。
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̍ɽ͸͡Ίʹ
　੨৿港は、津ܰ半島とԼ北半島に囲まれ
た陸Ԟ湾の湾ԞにҐ置する天然のྑ港であ
り、県౎੨৿市を௚背後に要する重要港湾
です。1625年に津ܰからށߐへのնધを
ນ෎にڐされたことが始まりとされ、近୅以
߱は੨വ航路の要িとして発లし、このた
び開港400周年をܴえました。
　「みなとΦアシスあおもり」は、੨৿港のフェ
リー෈಄から৽中ԝ෈಄までの۠域が登࿥
されており、ಛに੨৿Ӻ前海側周辺（˞アフ
ϩエリア）は、จ化観光交流施設や঎業施設
を有し、多くの観光٬で೐わっています。
˞アフϩエリアとは、アΦϞリ΢Υーλーフϩントエリアの略শです。

̎ɽ͋ ͓΋ΓӺલϏʔνʢ௨শʮ"�#&"$)ʯʣ
　アフϩエリアの৽たな೐わい施設として、

人工海඿「あおもりӺ前Ϗーチ」を令和3年
度にڙ用開始しました。
　本施設は、ු ༡ΰミの଺留やѱषに೰ま
されていた入りߐにҐ置する「旧੨വ連བྷ
ધୈ一岸」੻地を海඿として整備したもの
で、海辺の環境再生と、人的交流機会の創
出を事業目的の྆ྠとしています。
用開始から3年が経աし、様々なイϕンڙ　
トや海洋環境ֶशのフィールドとして活用さ
れているほか、ಛにイϕント等がແくても地
域住民や観光٬が気ܰに足をӡんでいた
だける施設となったことが本事業の最大の
成果であるとײじています。
　振りฦれ͹、事業の計画ஈ֊で海඿をன
໷問わずΦープンなスϖースとするため、
侵入防止ࡤを設けない୅わりに、஫意ש起
の؃൘や照໌౮等で管理上のリスクを཈

制したことが地域住民に਌しまれる݁果に
。がったとධՁしておりますܨ

̏ɽ͓ ΘΓʹ
　ઌ日、Ϗーチをଔ業論จのテーマにしたい
という大ֶ生に、本事業についてઆ໌する
機会がありました。ฉくとこΖによると、高ߍ
生のときにNPOに参加し、Ӻ前Ϗーチの前
਎となった実証実ݧ施設（通শ「ミニׯ
ׁ」）でү場づくりに参加しており、大ֶଔ業
後は本県へ入ிすることが決まっていると
のこと。ࢥわ͵形で本事業が海の୲い手の
ҭ成にも寄与していることが分かりました。
地域住民૒方からѪされ・後も観光٬ࠓ　
るよう、より一૚のັ力向上に౒めて参りま
す。本県におӽしの際は、電ंの଴ͪ時間
にでもད足になって海に৮れてみてはいか
がでしΐうか。੨৿Ӻからె歩2分です。

໢૸ݐ　ࢢઃ港湾部　港湾課

੨৿県県土੔උ部港湾ۭ港課

Έͳͱྲྀަޫ؍ηンλʔについて

ΈͳͱΦΞシε͓͋΋Γͱ͓͋΋ΓӺલϏʔνについて

˔͸͡Ίʹ
　網૸港は、北海道北東部のΦϗーπク海
に面し、網૸川のՏ口部にҐ置するՏ口港
から発లし、現ࡏは網૸市、北ݟ市を中心と
したΦϗーπク地域の東部を背後ݍとし、農
業、林業、水産業を中心とした産業や人々の
生活に関わる物流を支える港湾として重要
な໾ׂを果たしています。
　網૸港の整備は大正̔ 年のආ೉港として
の修築工事から始まり、ত和５̏ 年の重要港
湾への指定をܖ機に本格的な港湾整備が
進められました。
　ฏ成５年には、大型国際՟物ધの対応が
可能である৽港地۠ʵ̍ メ̎ートルの岸นが
用࢖の੡౶工場でݍ用開始となり、背後ڙ
する石୸の輸入港となっています。ߋにฏ成
６̎年には、খഴの集出ՙの規模拡大に伴う

৽たな施設整備によ
り、北海道全体の̎ ５̀
を઎めるΦϗーπクݍの
খഴを移出し、食ྉڙ
基地としても重要なڅ
໾ׂを果たしています。
　また、網૸川Տ口に
Ґ置する川ے地۠は、

業施設としてӫえ、全੝ړなどのࡪくからݹ
期にはԭ合ఈӪધなど多くのړધが係留
され、ધを఻い対岸に౉れるほど活気をఄ
していました。
　しかし、ړધの安全かつ効率的なར用の
ため、৽港地۠に৽たなখ型ધだまりを整
備したことによるړધの移転に伴い、川ے地
۠の有効活用方策と周辺エリアの再開発が
計画されました。

˔Έͳͱྲྀަޫ؍ηϯλʔ
　「みなと観光交流センλー」は、川ے地۠
の再開発を進める「みなと観光交流促進プ
ϩジェクト」により、年間を通じた೐わいのあ
る施設の建設が必要であるという観点から、
流ණ観光ࡅණધ「おーΖら」のӡ航拠点と
なるクルーズλーミナルと「道のӺ」機能を

ซせ持つ施設としてฏ成̎ 年̍に建設され、
ཌ年には「みなとΦアシス」へ登࿥されまし
た。現ࡏは、日本人観光٬や֎国人観光٬
が年間６̌ ສ人ほど๚れる΢Υーλーフϩント
ۭ間となっており、Նの風物ࢻであるՖՐ大
会などの観ཡ会場にもなっています。

˔͓ΘΓʹ
　流ණが๚れるقઅ、ຖ年̎ 月に網૸港ୈ
෈̍಄ಛ設会場で行われる「あ͹しりΦϗー

πク流ණまつり」は、ࠓ回で６̌ 回目の開࠵と
なるྺ࢙を誇るイϕントです。たくさんのණઇ
૾がฒび、໷のライトアップはݬ૝的なง囲
気にັྃされます。また、会場ではՎགス
テージやキッチンカーが出లし「観・ௌ・食」が

しָめます。ͥ ͻおӽしください。

ΞϑϩΤϦΞͷதԝʹҐஔ͢Δʮ͓͋΋ΓӺલϏʔνʯ ࢠ୅ͷΞϚϞ೻छͷ༷࣌ʯׁׯલͷʮϛχ࢝։ۀࣄ
ʢ����೥ʣ

海ͷ೔ͷΠϕϯτ࣌ͷ༷ࢠʢ����೥ʣ

ʮ͋͹͠ΓΦϗʔπΫྲྀණ·ͭΓʯͷ༷ࢠ໢૸川Տޱ ʮྲྀණࡅޫ؍ණધ͓ʔΖΒʯͱ
ʮΈͳͱޫ؍交ྲྀηϯλʔʯ
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関౦
౦ژ౎港湾局཭ౡ港湾部ܭը課

ҏ౾ॾౡ৽ౡ「৽ౡ港海岸に͓͚Δ཭岸అの整備」について

���͸͡Ίʹ
　৽島は、東ژの南方海上約 ５̍̌ ̺̼に
Ґ置し、北側のٶ௩ࢁ、南側の向ࢁのೋつ
のՐ܈ࢁが接合した南北にࡉいͻΐうたん
型の島です。
　৽島港海岸は、৽島の੢部にҐ置する
ҏ౾ॾ島最大ڃのന砂海岸となっており、
海水ཋ場では、海水ཋやマリンスポーࠜࠇ
π、各छイϕントの場として೐わいをݟせて
います。

̎ɽւ؛৵৯ରࡦʹΑΔ཭؛అͷ੔උͱཆ඿
　東ژ౎は、本海岸において、波࿘による

侵食から海岸をकるため、ত和５７年から
ฏ成̏̌ 年まで離岸అの整備及びվྑを
実施してきました。しかし、近年の激࿘に
伴い、離岸అのফ波ϒϩックの௜Լ・ඈ散
等が発生したため、老朽化対策として、令
和ݩ年から海岸メンテナンス事業として離
岸అの補修を行っています。また、港湾工
事等で発生する土砂をཆ඿ࡐとして本ଜ
前඿にࢃき出し、海඿の保全を図っており
ます。
　これまでの取り組みの成果としては、離
岸అの整備やཆ඿の実施から砂඿の侵
食が௿減され、砂඿範囲が広がり多くの観

৽ౡ港海岸

光٬や島民にར用される海水ཋ場となっ
ております。

̏ɽ͓ ΘΓʹ
　৽島港海岸では、ຖ年Նقシーズンを
中心に多くの観光٬などで೐わっていま
す。東ژ౎では、現ݫ、ࡏしい波࿘等から
海඿を維持するため、離岸అの補修及び
ཆ඿を実施しています。引き続き、来島する
օ様に຤ӬくѪされར用される海岸を目指
して、ࠓ後もརศ性・安全性を向上させる取
り組みを進めてまいります。

લ඿海岸　海ਫཋ৔ࠜࠇ海岸　τϥΠΞεϩϯେ会

෋ࢁ県ڕ௡ࢢ　೶ྛਫ࢈課

ΈͳͱΦΞシεڕ津

௡ਫ଒ؗڕ
೔ຊॳͷΞΫϦϧτϯωϧ

๺཮

　みなとΦアシス魚津はฏ成̍̕ 年 月̏に北
陸ॳの「みなとΦアシス」としてೝ定されま
した。魚津港は北地۠と南地۠で構成され
ていますが、当時のΦアシス魚津は「海の
Ӻ᥮気࿖」を୅ද施設として北地۠の周
辺施設のみが登࿥されていました。
　その後、北地۠と南地۠を通りൈける道
路、通শ「᥮気࿖ϩード」が国土交通লか
ら日本風֗ܠ道やナシϣナルサイクルルート
に指定されるなど、魚津港の྆地۠が連動

した観光ルートとしてೝࣝされてきました。こ
のことから、令和６年４月に「みなとΦアシス
魚津」の۠域が拡大され、南地۠周辺の
施設も௥加登࿥されました。

�๺஍۠ߓ௡ڕ˔
　魚津港北地۠は෋ࢁ県東部の物流拠
点であるほか、県Լ屈指のړ場の水༲͛
拠点になっています。水༲͛される୅ද的
な魚छとしては、य़のϗλルイカ、ౙには魚
津発঵の「カニ᝷ړ」によるϕニズワイΨニ
が͛ڍられます。
　また、୅ද施設の海のӺ᥮気࿖ではय़

からॳՆにかけて᥮気࿖を
観測することができ、ྡ 接す
る魚津ຒ຅林ത物館では、

ಛ別天然ه念物に指定されている魚津ຒ
຅林を観ることができます。そして̔ 月には
᥮気࿖ϩードԊいにྡ接しているਡ๚ਆ
社で「たてもんࡇり」が開࠵されます。

�ೆ஍۠ߓ௡ڕ˔
　᥮気࿖ϩードを南に進むと大正時୅の
ถ૽動発঵の地を通りա͗て魚津港南地
۠に入り、̏ つの施設に౸着します。
　魚津水଒館は現ࡏ日本に現ଘする水଒
館の中で最もྺ࢙がݹい水଒館です。館
内の水૧設置されているアクリルトンネルは
日本ॳのものです。
　ミラージュランドは෋ࢁ県内།一の༡Ԃ
地としてフΝミリーやࢠどもたͪに人気の施
設です。
　魚津総合公Ԃは、य़にはソメイϤシノや
サトβクラなど約350本が࡙き誇る、෋ࢁさく
らの໊所70બにも指定されている市民の
。いの場となっていますܜ
　このように৽しくなった「みなとΦアシス魚
津」では、海の޾、ࣗ 然のਆൿ、日本の近୅
などに෯広く৮れることができます。օさ࢙
まͥͻおӽしください。

୅දࢪઃʮ海ͷӺ᥮ؾ࿖ʯ

ʮ海ͷӺ᥮ؾ࿖ʯ෇͔ۙΒͷ᥮ؾ࿖ ͨͯ΋ΜࡇΓ
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ը課ا౎෎　港湾局　港湾ژ

ΈͳͱΦΞシεژ౎෣௽͏ΈͱͼΒの঺հ

˔෣௽ߓ
　෣௽港は、ژ౎෎北部のएڱ湾੢部に
面する港であり（図1）、湾口がڱく周囲を
高いࢁで囲まれているため、年間を通じて
波がԺやかな天然のྑ港である。そのた
め、海上ࣗ衛ୂや海上保安ிの海の安全
をकる組৫がある（図2）ଞ、関੢経済ݍ

།一の日本海側拠点港として、国内֎にͻ
らかれた人流・物流の拠点、さらには෎北
部地域の振興拠点として重要な໾ׂを
୲っている。

˔ΈͳͱΦΞγεژ౎෣௽͏ΈͱͼΒ
　෣௽港による೐わいの創出を目的に、令
和4年10月15日に「みなとΦアシスژ౎෣௽
うみとびら」としてみなとΦアシスに登࿥さ
れた（全国で156箇所目）。クルーズધの旅
٬λーミナルとして主に࢖用される「ژ౎
෣௽港うみとびら（写真1）」を୅ද施設
に、੢෣௽市֗地の中心にҐ置する4つの
঎ళ 「֗੢෣௽4঎ళ֗」などを構成施設
に指定し、将来的に「みなと」の周辺地域
から੢෣௽市֗地۠へ、೐わい創出エリア
のల開を目指している。

౎෣௽ϕΠαΠυϑΣελژ˔
　みなとΦアシスの登࿥をܖ機にຖ年෣
௽港੢港でイϕントを実施している。௚近
では令和6年10月20日にژ౎෣௽ϕイサイ
ドフェスλを開࠵した（写真2）。当イϕン
トの主な内༰は、「みなと」と地ݩ঎ళ֗
を݁Ϳスλンプラリーや;಄に面する྘地
をར用したドッグランなど、「みなと」を਎
近にײじてもらうきっかけづくりとなるよう
なイϕント構成となっている。同日に同港
で海上保安ி主࠵の「ϒルーフェスλ
2024」が開࠵されたこともあり、来場者数
は約3,000人と੝り上がりをݟせた。

˔ಡऀͷօ༷΁
　みなとΦアシスژ౎෣௽うみとびらは、
なる೐わい創出のため、「みなと」をߋ後ࠓ

核としたまͪづくりに資する
様々な取り組みを進めていく
予定ですので、ͥ ͻ෣௽港へ
足をおӡびください。

ਤ�　෣௽港Ґஔਤ

ਤ�　෣௽港 ࣸਅ�　ژ౎෣௽港͏ΈͱͼΒ

੩Ԭ県交通ج൫部港湾局

ਗ਼ਫ港海岸　஍Ҭのํʑͱのڠಇ

˔͸͡Ίʹ
　ਗ਼水港（ਗ਼水港海岸）は、ྶ ๆ෋࢜をڼ
保半島にแまれた੩Ժな水域を有すࡾ、͗
る日本屈指のྑ港で、「ものづくり県・੩Ԭ」
を支える海のݰ関口であるとともに、近年は
クルーズધの寄港増加で、港周辺の人流
が੝んとなり、に͗わいの場としても発లし
ています。
　一方で、港（海岸）と人々の暮らしの場が
近く、ここで生活する人々の安全・安心の確
保が大きな՝題でもあります。

˔ຽؒͱڠಇͰऔΓ૊Ή๷ைఅ੔උ
　本県は、南海トラフڊ大地震等による津
波対策を重点施策の̍ つとして取り組んで
いますが、ਗ਼水港
海岸は保全海岸
延長約20.9kmの
うͪ 約9.5kmがແ
అ۠間、ಛに市֗
地に面するߐ৲・
日の出地 ۠の施
設整備がۓ٤の
՝題であり、令和
̏年度から補ॿ、

交付金事業で整備を進めているとこΖであ
ります。このような中、日の出地۠では、令和
５年11月に大型঎業施設と連携して防潮
అと྘地、঎業施設が一体となったۭ間が
完成しました。防潮అをײじさせない一体
はར用者からܠのある海辺の৽しい風ײ
。ධをいただいています޷

ͯ͠ࢦ΍͍͢඿ลΛ໨͍࢖˔
保地ࡾ　 は、風光໌ᇪでࣗ（保内඿ࡾ۠）
然๛かな天然の海඿地であり、ࡾ保半島
が防波అの໾ׂを成し、Ժやかな海面を
持つことから、一年を通じてマリンスポーπ
がָしめるなど、観光資源のજࡏ力が非
ৗに高い地۠ですが、ύトϩールや海岸ਗ਼

૟等にかける予算や人һが限られ、࣭ の
高いサーϏスをे分に提ڙできていない状
。にありましたگ
　そこで、令和５年度から、海඿地全体の
管理とӡӦを公ืによりબ定した民間事業
者にҕͶ、日々のύトϩールやਗ਼૟、マリン
スポーπ大会のا画、ӡӦ、誘க等、様々
な活動を同事業者が行う「ਗ਼水港ࡾ保内
඿エリアマネジメント」の取組を開始し、地
域のに͗ わいづくりに貢献しています。

˔͓ΘΓʹ
後も、๚れる人、生活する人が安全にࠓ　
安心してա͝せるʠみなとまͪ ʡづくりを関係
者のڠಇで進めてまいります。


อ಺඿ࡾ	อ஍۠ࡾ　෩ޫ໌ᇪͳఱવͷ海඿஍	ର岸ΑΓ
೔ͷग़஍۠　防ைఅ・྘஍・঎ࢪۀઃΛҰମͱͳͬͯ੔උ

ࣸਅ�　ژ౎෣௽ϕΠαΠυϑΣελ
　　　　ͷ༷ࢠʢ3�������։࣌࠵ʣ
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ౡࠜ県土木部港湾ۭ港課

海ͱਓΛつͳ͗ɺ਌͠·ΕΔ海岸Λ໨͠ࢦて

˔͸͡Ίʹ
　別෎港は、ӅذϢネスコジΦύークにೝ
定されている島ࠜ県Ӆذॾ島にあって、Ӆ
に͝配ذউ地『国լ海岸』やӅܠ最大のذ
流された後୉ޣ天ߖが୤出までの̍ 年をա
͝された行ࡏ所『ࠇ໦ޚ所』を有する੢ノ
島ொの中ԝ部にҐ置し、リアスࣜ海岸の地形
をར用した天然のྑ港で、Ӆذॾ島と本土
を݁Ϳフェリー、௒高速ધ、各島を݁Ϳ内航
ધの基地港としてར用されているଞ、建設
資ࡐ、生活物資等の基地としてもར用され、
地域の人流、物流の拠点となっています。

ۀࣄࡦைରߴ˔
　別෎港海岸は、୆風時の波࿘により高潮
被害をし͹し͹受けてきたため、ত和47年
度に海岸保全事業に着手し、ত和55年度ま

でに護岸の整備を行いました。しかし、波࿘
時にはӽ波・ඈລによる背後民家への被害
がະだ生じていたこと、また護岸の老朽化に
よるクラックの発生や水ୟきの௜Լなどがݦ
化しました。このため、ฏ成8年からฏ成ࡏ
̏̌ 年にかけて高潮対策事業により、ԭ合に離
岸అ（જఅ）を整備すると共に、老朽化した
護岸にସわる֊ஈࣜ護岸を整備、人工海඿
により海と;れあえるۭ間を創出しました。

˔ւ؛ར༻
　海岸からは対岸の島々やӅذॾ島を行
き交うフェリー、௒高速ધなどが眺められラ
ンニングや散歩、魚௼り等で年間を通じて、
地ݩの方々にѪ着を持ってར用されていま
す。また、Նには༡ӭ場が開設され海水ཋ
や̨ ̪̥（サップ）などのマリンレジャーにར用

されています。現ࡏは、トイレやシャワーࣨも
整備し、རศ性が向上しました。
　また、ར用者の方々に海岸を安全に気持

よͪくར用してもらえるよう、県、ொ、地࣏ࣗݩ
会がڠ力し、ຖ年海開き前に海岸ਗ਼૟を実
施しています。ࠓ年度は約̏̌ ໊の参加者
が、ਗ਼૟に׼を流しました。

˔͓ΘΓʹ
後も海岸管理者として、ඒしい海岸をࠓ　
कりいつまでも地ݩの方々にѪされるܜい
の場としてར用していただくため、引き続き
ద切な管理を図ってまいります。
　みなさんも、Ӆذॾ島の༏れたܠ観、レ
ジャー、海の޾をָしみに、ͥ ͻӅذへおӽ
しください。

ϩάϋ΢ε෩ͷτΠϨʢࠨʣͱγϟϫʔ ʢࣨӈʣ্ۭ͔Βͨݟผ෎港海岸ผ෎港海岸　Ґஔਤ 海岸ਗ਼૟׆ಈͷ༷ࢠ

港課ړ局港湾ࡦઃ੓ݐઃ部ݐࢢ໶ࠓ

Ͳ΋ͨͪのhࢠ ;Δ͞ͱ海岸 にɦ

˔͸͡Ίʹ
　当市の環境意ࣝ調ࠪによると、「海͝み
対策は重要」との回౴が多数を઎めました。
しまなみの風光໌ᇪな海岸をڗ受する市民
は海洋環境に対する問題意ࣝが高いよう
です。
　ੲから地域の人々が海水ཋなどをָしむ
大৽ా海岸は、近年、不法投غやඬ流͝み
に೰まされていました。そこで、環境ஂ体

Ϗーチクリーンしまなみとڠಇし、地域住民目
ઢの取組を開始しました。海͝みの調ࠪや
ਗ਼૟イϕントを通じて、住民主導による地域
の海岸保全を実現しています。

ཁ֓ۀࣄ˔
　本事業のಛ長は、『ະ来を୲うࢠどもたͪ
を対৅』とした点にあります。਎近な海岸に
Ѫ着をもͪ 、将来の進路બ୒において、;る

さと࣏ࠓにؼってきてもらえ
るようなֻ࢓けがࠐめられ
ています。
　取組ᶃ『Ϗーチマネー』
の創出ʜϏーチクリーン

（ਗ਼૟活動）によりϏーチマ
ネー（対Ձ）をಘます。これ

を࢖って、46P体ݧやお՛ࢠと交換するとい
う࿮組みで地域経済॥環をֶびます。ਗ਼૟
活動が、ࢠどもたͪのָしいࢥい出づくりに
変਎しました。
　取組ᶄ『͝みはいやたい』くんの作成ʜ
海͝みでୄの模型を০りつけることにより、
海͝みのݟえる化を図りました。本作品及び
रいശは、イϕント後もৗ設し、環境への意
。発をしていますܒࣝ
　イϕント当日は約100໊の参加により
350kHఔの͝みがऩ集され、参加したখֶ
生からは、「こんなྑい場所だったんだ、もっ
とキレイにしないと」といった੠、大人からは
い出ࢥきྑき時୅をݹ、日のง囲気はࠓ」
した」といった੠がฉかれ、多くの方がܧ続
をر望しています。

˔͓ΘΓʹ
　公共ۭ間である海岸を住民のѪ着でक
りҭてるこの取組により、大৽ా海岸には、
͝みरいを通じた৽たなコミュニティがৢ成
され、天気の日には୭かがいる、持続可能で
環境にやさしい地域が形成されています。

औ૊Ҏલ͸ɺ͝ Έ͕໨ཱͭ海岸

र͍ശ γʔάϥεΛh ϏʔνϚωʔʱʹ

ʰ͝Έ͸͍΍͍ͨʱ͘ Μ
˞͍΍͍ͨŋŋŋृ ・͍Լ඼ͱ͍࣏ͬͨࠓͷํݴ

ͷେ৽ా海岸ࡏݱ
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全国海岸リレー紹介

������

۝भ

ԭೄ

େ෼県　土木ݐங部　港湾課

事業についてࡦ஍۠ʣ　৵৯ରా޲౦港海岸ʢࠃ

˔͸͡Ίʹ
　国東港海岸（向ా地۠）は、ҏ予ಿに面
した国東半島の北東部にҐ置し、྆ をࢁࢠ
はじめとする྆ࢠՐ܈ࢁのๆ々が連なる࢟
やҏ予ಿを一望できる眺望からܠ観にܙま
れた地域となっています。
　また、国東半島Ӊࠤ地域は、日本一の஝
積ྔを誇るクψギ林とෳ数のため஑が連携
したシステムを基盤に、日本一の原໦しいた
け生産や国内で།一のシチト΢イ生産など、
ಠಛな農林水産業がӦまれているとともに、
多様な生ଶܥも保全されており、「クψギ林
とため஑がつな͙ 国東半島・Ӊࠤの農林॥
環」としてฏ成25年度に世界農業Ҩ産へ
ೝ定されています。

ۀࣄࡦ஍۠ʣ৵৯ରా޲ʢ؛ւߓ౦ࠃ˔
ɹʹ͍ͭͯ
　当該箇所は長年海水ཋ場として਌しまれ
ていましたが、近年、海岸の侵食が進行した
ことにより、ར用に支障をきたすとともに、背
後の家԰や農地への被害も懸念されていま
した。
　そのため、ฏ成26年度から事業に着手
し、離岸అや護岸の৽設とཆ඿といった対
策を実施しています。
　まず、ߋなる海岸の侵食を཈制するため、
離岸అの施工をઌ行して実施し、令和5年
度຤に完成しました。現ࡏ、護岸の施工を進
めており、その完成後、ཆ඿工に着手し、事
業完ྃを目指しています。

　設計にあたっては、海岸へのアクセスを્
害しないように、護岸や離岸అの高さを設定
し、ར用者のརศ性を確保できるように配慮
しました。

˔͓ΘΓʹ
　事業完ྃ後も、地域が主体となって保全
活動などを行えるように、地ݩの高ߍ生に対
して現場ֶݟ会を開࠵するなど、地域とີ
接して事業を進めています。
　最後になりますが、ࠓ後も海岸整備の早
期完ྃに向け、着実な事業ࣥ行に取り組ん
でいきます。

گ৵৯ඃ害લͷར༻ঢ়گ会ঢ়ֶݟ৔ݱ ੔උঢ়گ

ԭೄ県土木ݐங部　港湾課

ΈͳͱΦΞシε΋ͱͿについて

ΧπΦͷ΅Γʢຊ部港　౉ٱ஍஍۠ʣ ����೥݄̔国ࡍΫϧʔζધͷد港ͱΰϦϥνϣοϓ 　ਫೲ港׬ۀࣄ੒ΠϝʔδͱਫೲϏʔν

˔͸͡Ίʹ
　「みなとΦアシスもとͿ」は、ݹくからԭೄ本
島のಹ೼と北部を݁Ϳ港としてӫえてきた

「本部港(本部地۠、౉ٱ地地۠)」や、クϩ
ワッサンアイランドとして஌られる水ೲ島のݰ
関口である「水ೲ港」で構成されており、地
域の交流拠点となることを目的としています。
　本部港は、ԭೄ本島の北部、本部半島の
੢୺にҐ置し、ླྀ Ԧே時୅からར用されٿ
てきた天然のྑ港です。ݹくは中国、ࡵຎの
定期ધのආ೉港、ԭೄ北部地域の拠点港と
して೐わい、近年ではԊ岸カπΦړ業の基地
として、また本土航路の中ܧ地やԭೄ本島と
離島を݁Ϳ生活にີ着した「みなと」に発ల
し、現ࡏは国際٬ધも寄港する国際交流の
「みなと」として、ྺ 。を重Ͷてきています࢙

˔Ϋϧʔζધͱ࡚ຊ෦྘஍ͷւ؛
　本部港（本部地۠）は、北部地域の๛かな
ࣗ然環境を活用したエコπーリズムや海洋レ
ジャーの促進、৽たな観光ルートの形成など、
ԭೄ本島北部地域の振興に資する観光拠
点を目指し、国から国際旅٬ધ拠点形成港
湾に指定され、大型クルーズધ寄港対応の
岸น(延長420m)が整備されています。北部
地域に৽テーマύークの開業予定もあり、国
内寄港最大ڃの大型国際クルーズધの寄
港がࠐݟまれています。࡚ 本部྘地にྡ接
する海岸は、通শ「ΰリラチϣップ」とݺ͹れる
県内有数のμイϏングスポットで、一年を通し
て多くのμイバーで೐わっています。

˔ਫೲʢΈΜͳʣߓͱਫೲϏʔν
　水ೲ港は、本部港から੢約７̺ ̼にҐ置す
るޞࢇ঴に囲まれた面積0.47kᶷのখさな島
「水ೲ島」の北東部にҐ置しています。ಛに、
港湾内の水ೲϏーチは、砂඿のඒしさが人
気で、県内֎からマリンレジャーのために多く
の観光٬が๚れています。
　本港は、定期ધのほか、多くのプレジャー
ボート等の寄港で係留施設不足が՝題であ
るとともに、৐߱時のધഫと物༲場とに大きな
ஈࠩがあり、港湾ར用者の安全な৐߱を図
る必要があることから、ԭೄ県では令和４年
度から水ೲ港の港湾վ修事業に着手し、港
湾ར用者の安全性やརศ性の向上に向け
た施設整備を進めています。
　本部港から高速ધでわずか15分のָԂ
にੋ非おӽしください。
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東北／
みなとオアシスあおもり
あおもり駅前ビーチ　　

関東／新島港海岸

北陸／みなとオアシス魚津

中部／清水港海岸

近畿／みなとオアシス京都舞鶴うみとびら

沖縄／みなとオアシスもとぶ

四国／今冶市

中国／別府港

北海道／みなと観光交流センター
　　　　（網走港）

九州／国東港海岸
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
ᶃਓޱɾߴ͕࢈ࢿ౓にूੵ͢Δ港湾海岸

・ 港湾۠域・港湾ྡ接地域においては港湾管理者が海岸管理者となることにより、港湾行政と海岸行政の一体的・
効率的なӡӦを行っている（海岸法ୈ５৚ୈ߲̏）。

・ 港湾海岸延長は全体の28�であるが、防護人口では全体の61�を઎めるとともに、背後に物流・産業機能が高ີ
度に集積している。

※港湾所在市区町村の整理は令和 7 年１月時点
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災

地方 都道府県

全国の面積に占める港湾所在市区町村の割合
【出典】全国都道府県市区町村別面積調（2024.10.1 現在）

全国の製造品出荷額等に占める港湾所在市区町村の割合
【出典】2023 年経済構造実態調査　製造業事業所調査

     　「地域別」統計表データ（値は 2022 暦年値）

都道府県（km2） 港湾所在市区町
村の合計（km2） 割合（％） 都道府県（兆円） 港湾所在市区町

村の合計（兆円） 割合（％）

北海道 北海道 83,422 17,045 20 6.64 3.44 52 

東北

青森県 9,645 4,586 48 1.78 1.05 59 
岩手県 15,275 3,941 26 3.11 0.36 12 
宮城県 7,282 1,989 27 5.48 1.85 34 
秋田県 11,638 2,784 24 1.58 0.66 42 
山形県 9,323 1,914 21 3.15 0.84 27 
福島県 13,784 2,629 19 5.50 2.05 37 

関東

茨城県 6,098 836 14 14.86 6.55 44 
栃木県 6,408 0 0 9.48 0.00 0 
群馬県 6,362 0 0 9.56 0.00 0 
埼玉県 3,798 0 0 14.80 0.00 0 
千葉県 5,156 1,850 36 15.89 11.69 74 
東京都 2,200 616 28 8.28 1.40 17 
神奈川県 2,417 793 33 18.23 10.98 60 

北陸

新潟県 12,584 5,847 46 5.40 3.24 60 
富山県 4,248 1,761 41 4.13 2.73 66 
石川県 4,186 2,552 61 3.07 1.06 35 
福井県 4,191 1,515 36 2.56 1.15 45 

中部

山梨県 4,465 0 0 2.90 0.00 0 
長野県 13,562 0 0 7.14 0.00 0 
岐阜県 10,621 0 0 6.54 0.00 0 
静岡県 7,777 4,620 59 19.03 10.00 53 
愛知県 5,173 1,665 32 52.41 18.64 36 
三重県 5,774 3,520 61 11.87 7.27 61 

近畿

滋賀県 4,017 1,342 33 8.94 1.81 20 
京都府 4,612 1,953 42 6.26 2.94 47 
大阪府 1,905 663 35 20.25 10.86 54 
兵庫県 8,401 3,582 43 18.34 14.06 77 
奈良県 3,691 0 0 1.96 0.00 0 
和歌山県 4,725 2,369 50 3.04 2.61 86 

中国

鳥取県 3,507 1,457 42 0.89 0.68 77 
島根県 6,708 4,092 61 1.38 1.21 88 
岡山県 7,114 1,769 25 9.70 7.93 82 
広島県 8,478 4,028 48 10.69 9.26 87 
山口県 6,113 5,640 92 7.61 7.53 99 

四国

徳島県 4,147 1,143 28 2.19 1.56 71 
香川県 1,877 1,448 77 3.07 2.88 94 
愛媛県 5,676 4,140 73 5.41 5.28 98 
高知県 7,102 2,596 37 0.65 0.40 62 

九州

福岡県 4,988 1,320 26 10.33 5.83 56 
佐賀県 2,441 1,556 64 2.29 1.04 45 
長崎県 4,131 4,050 98 1.57 1.47 94 
熊本県 7,409 2,765 37 3.48 1.29 37 
大分県 6,341 3,278 52 5.60 5.24 94 
宮崎県 7,734 2,723 35 1.83 1.00 54 
鹿児島県 9,186 7,527 82 2.41 2.04 85 

沖縄 沖縄県 2,282 1,978 87 0.47 0.38 80 
合計 377,976 121,881 32 361.77 172.25 48 

※港湾所在市区町村の整理は令和 7 年 1月時点
෺ྲྀɾ࢈業ػೳ͕ີߴ౓にूੵ͢Δ港湾ʢ౎ಓ෎ݝผσʔλʣ
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
ᶄ「ਫࡍɾ防災ରࡦ࿈བྷձٞ」の開催࣮੷�ʢ令和6年�2݄��೔ࡏݱʣ

会議名称 対象港湾 事務局
開催日

R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度

苫小牧港水際・防災対策連絡会議 苫小牧港 北海道開発局 R2.10.7 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

函館港水際・防災対策連絡会議 函館港 北海道開発局 R3.3.24 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

室蘭港水際・防災対策連絡会議 室蘭港 北海道開発局 R3.2.17 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

釧路港水際・防災対策連絡会議 釧路港 北海道開発局 R3.3.11 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

網走港水際・防災対策連絡会議 網走港 北海道開発局 R3.3.26 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

小樽港水際・防災対策連絡会議 小樽港 北海道開発局 R3.3.23 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

石狩湾新港水際・防災対策連絡会議 石狩湾新港 北海道開発局 R3.3.23 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

留萌港水際・防災対策連絡会議 留萌港 北海道開発局 R3.3.4 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

十勝港水際・防災対策連絡会議 十勝港 北海道開発局 R3.3.18 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

根室港水際・防災対策連絡会議 根室港 北海道開発局 R3.3.26 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

紋別港水際・防災対策連絡会議 紋別港 北海道開発局 R3.3.25 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

稚内港水際・防災対策連絡会議 稚内港 北海道開発局 R3.3.23 R3.7.9 R4.6.28
R5.3.17 R6.6.26

青森港水際・防災対策連絡会議 青森港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

むつ小川原港水際・防災対策連絡会議 むつ小川原港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

八戸港水際・防災対策連絡会議 八戸港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

仙台塩釜港水際・防災対策連絡会議 仙台塩釜港（仙台港区、塩釜港区、石巻港区）東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

相馬港水際・防災対策連絡会議 相馬港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

小名浜港水際・防災対策連絡会議 小名浜港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

秋田港水際・防災対策連絡会議 秋田港 東北地方整備局 R2.11.5 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

久慈港水際・防災対策連絡会議 久慈港 東北地方整備局 R3.3.25 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

宮古港水際・防災対策連絡会議 宮古港 東北地方整備局 R3.3.25 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

釜石港水際・防災対策連絡会議 釜石港 東北地方整備局 R3.3.25 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

大船渡港水際・防災対策連絡会議 大船渡港 東北地方整備局 R3.3.25 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

能代港水際・防災対策連絡会議 能代港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

船川港水際・防災対策連絡会議 船川港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

酒田港水際・防災対策連絡会議 酒田港 東北地方整備局 R3.7.1 R4.6.15 R5.4.27 R6.6.14

千葉港水際・防災対策連絡会議 千葉港 関東地方整備局 R3.7.6 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

木更津港水際・防災対策連絡会議 木更津港 関東地方整備局 R3.7.6 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

館山港水際・防災対策連絡会議（内航クルーズ部会） 館山港 関東地方整備局 R2.10.29 R3.7.6 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

川崎港水際・防災対策連絡会議 川崎港 関東地方整備局 R3.7.6 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

横須賀港水際・防災対策連絡会議 横須賀港 関東地方整備局 R3.7.6 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

東京港水際・防災対策連絡会議 東京港 関東地方整備局 R2.9.4 R3.7.6
R3.11.19

R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

茨城港水際・防災対策連絡会議 茨城港 関東地方整備局 R3.3.3 R3.7.7 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

鹿島港水際・防災対策連絡会議 鹿島港 関東地方整備局 R3.3.3 R3.7.7 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

横浜港水際・防災対策連絡会議 横浜港 関東地方整備局 R2.7.17 R3.7.7 R4.6.22
R5.3.8 R6.6.21

新潟港水際・防災対策連絡会議 新潟港 北陸地方整備局 R2.10.23 R3.7.9 R4.6.30
R5.3.20 R6.7.2

両津・小木・二見港水際・防災対策連絡会議 両津港、小木港、二見港 北陸地方整備局 R3.3.24 R3.7.9 R4.6.30
R5.3.20 R6.7.2

直江津港水際・防災対策連絡会議 直江津港 北陸地方整備局 R3.3.24 R3.7.9 R4.6.30
R5.3.20 R6.7.2

伏木富山港水際・防災対策連絡会議 伏木富山港 北陸地方整備局 R3.7.9 R4.6.30
R5.3.24 R6.7.2

金沢・七尾・輪島港水際・防災対策連絡会議 金沢港、七尾港、輪島港 北陸地方整備局 R3.3.16 R3.7.9 R4.6.30
R5.3.24 R6.7.2

敦賀港水際・防災対策連絡会議 敦賀港 北陸地方整備局 R3.3.16 R3.7.9 R4.6.30
R5.3.22 R6.7.2

名古屋港水際・防災対策連絡会議 名古屋港 中部地方整備局 R2.11.16 R3.7.9 R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18

清水港水際・防災対策連絡会議 清水港 中部地方整備局 R2.12.17 R3.7.9
R3.11.19

R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18

三重県水際・防災対策連絡会議 四日市港、津松阪港、尾鷲港 中部地方整備局 R3.3.22 R3.7.9 R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18

御前崎港水際・防災対策連絡会議 御前崎港 中部地方整備局 R3.7.9
R3.11.19

R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災

会議名称 対象港湾 事務局
開催日

R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度

田子の浦港水際・防災対策連絡会議 田子の浦港 中部地方整備局 R3.7.9
R3.11.19

R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18

三河港水際・防災対策連絡会議 三河港 中部地方整備局 R3.7.9 R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18

衣浦港水際・防災対策連絡会議 衣浦港 中部地方整備局 R3.7.9 R4.6.23
R5.3.23 R6.6.18

神戸港水際・防災対策連絡会議 神戸港 近畿地方整備局 R2.9.7
R2.10.9

R3.7.1
R3.12.23 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

大阪港湾水際・防災対策連絡会議 大阪港、堺泉北港、阪南港 近畿地方整備局 R2.10.16 R3.7.5
R3.12.23 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

和歌山港湾水際・防災対策連絡会議 和歌山下津港、日高港、新宮港 近畿地方整備局 R3.3.24 R3.7.5
R3.12.23 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

舞鶴港水際・防災対策連絡会議 舞鶴港 近畿地方整備局 R3.3.22 R3.7.5 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

姫路港水際・防災対策連絡会議 姫路港 近畿地方整備局 R3.7.7 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

東播磨港水際・防災対策連絡会議 東播磨港 近畿地方整備局 R3.7.7 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

尼崎西宮芦屋港水際・防災対策連絡会議 尼崎西宮芦屋港 近畿地方整備局 R3.7.7
R3.12.23 R4.6.20 R5.4.25 R6.6.17

鳥取港水際・防災対策連絡会議 鳥取港 中国地方整備局 R3.3.5 R3.7.5 R4.6.16
R5.3.24 R6.6.25

境港水際・防災対策連絡会議 境港 中国地方整備局 R3.3.5 R3.7.5 R4.6.16
R5.3.24 R6.6.25

浜田港・三隅港・西郷港水際・防災対策連絡会議 浜田港、三隅港、西郷港 中国地方整備局 R3.3.5 R3.7.5 R4.6.16
R5.3.24 R6.6.25

水島港　宇野港　岡山港港湾水際・防災対策連絡会議 水島港、宇野港、岡山港 中国地方整備局 R3.2.19 R3.7.5 R4.6.16
R5.3.24 R6.6.25

広島港水際・防災対策連絡会議 広島港 中国地方整備局 R2.11.24 R3.7.5 R4.6.16
R5.3.24 R6.6.25

福山港・尾道糸崎港・呉港 水際・防災対策連絡会議 福山港、尾道糸崎港、呉港 中国地方整備局 R3.2.26 R3.7.5 R4.6.16
R5.3.24 R6.6.25

山口県港湾水際・防災対策連絡会議 徳山下松港、岩国港、三田尻中関港、
宇部港、小野田港 中国地方整備局 R3.2.17 R3.7.5 R4.6.16

R5.3.24 R6.6.25

徳島小松島港等水際・防災対策連絡会議 徳島小松島港、橘港 四国地方整備局 R3.2.4 R3.7.6
R3.12.24 R4.6.23 R5.4.26 R6.6.18

高松港等水際・防災対策連絡会議 高松港、坂出港 四国地方整備局 R3.2.4 R3.7.6
R3.12.24 R4.6.23 R5.4.26 R6.6.18

松山港等水際・防災対策連絡会議
松山港、宇和島港、今治港、新居浜港、
東予港、三島川之江港

四国地方整備局 R3.2.4 R3.7.6
R3.12.24 R4.6.23 R5.4.26 R6.6.18

高知港等水際・防災対策連絡会議 高知港、須崎港、宿毛湾港 四国地方整備局 R3.2.4 R3.7.6
R3.12.24 R4.6.23 R5.4.26 R6.6.18

下関港水際・防災対策連絡会議 下関港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8
R4.6.17
R4.12.6
R5.3.9

R6.6.14

博多港水際・防災対策連絡会議 博多港 九州地方整備局 R2.11.30 R3.7.8
R4.6.17
R4.10.27
R5.3.9

R6.6.14

北九州港水際・防災対策連絡会議 北九州港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

三池港水際・防災対策連絡会議 三池港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

苅田港水際・防災対策連絡会議 苅田港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

佐賀県港湾水際・防災対策連絡会議 唐津港、伊万里港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

大分県港湾水際・防災対策連絡会議 大分港、別府港、佐伯港、中津港、津久見港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8
R3.12.24

R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

長崎港水際・防災対策連絡会議 長崎港 九州地方整備局 R2.11.18 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

佐世保港水際・防災対策連絡会議 佐世保港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

厳原港水際・防災対策連絡会議 厳原港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

福江港水際・防災対策連絡会議 福江港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

郷ノ浦港水際・防災対策連絡会議 郷ノ浦港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

熊本港水際・防災対策連絡会議 熊本港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

八代港水際・防災対策連絡会議 八代港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

三角港水際・防災対策連絡会議 三角港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

宮崎県港湾 水際・防災対策連絡会議 宮崎港、細島港、油津港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8
R3.12.24

R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

鹿児島港・川内港・西之表港・名瀬港水際・
防災対策連絡会議 鹿児島港、川内港、西之表港、名瀬港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17

R5.3.9 R6.6.14

志布志港水際・防災対策連絡会議 志布志港 九州地方整備局 R3.3.12 R3.7.8 R4.6.17
R5.3.9 R6.6.14

沖縄本島重要港湾等水際・防災対策連絡会議 那覇港、運天港、金武湾港、中城湾港 沖縄総合事務局 R2.11.27 R3.7.13 R4.6.29
R5.3.22 R6.7.2

平良港水際・防災対策連絡会議 平良港 沖縄総合事務局 R3.1.26 R3.7.13 R4.6.29
R5.3.22 R6.7.2

石垣港水際・防災対策連絡会議 石垣港 沖縄総合事務局 R3.2.2 R3.7.13 R4.6.29
R5.3.22 R6.7.2

注：この他にも、厚労省等からの感染症やヒアリ等に関する情報を構成員に適宜共有



40

ੈք Β͔બ͹ΕΔϦκʔτΞイランυΛ໨͠ࢦ て
ʙ「ை೫৿ϏʔνフΣελ2�2�」͔ Βͨ͡ײポςンシϟϧʙ

͸͡Ίに�
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
　ԭೄ市は、ԭೄ本島中部にҐ置
し、ԭೄ県ୈ 2 Ґの人口を有するま

でͪあり、ถ܉Յ手ೲ基地の໳前ொ
としてӫえたྺ࢙を持ͪ、ҟ国情ॹ
あ;れるまͪฒみとともに、ԭೄ民
གとアメリカのϩックを取り入れたԻ
ָなど、ҟจ化が༥合した「チャン
プルー（ʹͪ͝Όࠞͥ）จ化」とݺ
͹れるಠࣗのจ化がৢ成され、県内
でもྨをݟないϢニークなまͪとなっ

ԭೄݐࢢઃ部౦部海඿։ൃ局

#FBDI -JGF
Ϗʔνライフ

ています。
　また、本市はԭೄのຍおどりであ
るエイサーのメッカとしても஌られ、
本県を୅දするイϕントであるԭೄ
全島エイサーまつりでは、県内֎か
らຖ年 30 ສ人もの人々が集い、「ͪ
むどんどん（ʹ心が高໐る）」する多
छ多様なエイサーをָしんでいます。
　さらに、プϩ໺ٿ 広島東洋カープ
のय़قキャンプ地であったり、#リー
グ ླྀٿΰールσンキングスや、+ リー
グ 'C のϗームλ΢ンとなってٿླྀ

いたりと、スポーπによるまͪづくり
にも力を入れています。本市のԭೄ
アリーナで開࠵された、'*#" バス
έットボールワールドカップ 2023 の
アジア地۠予બで、日本୅දが 48
年ͿりのΦリンϐック出場をউͪ取っ
たのはهԱに৽しいのではないで
しΐうか。

౦෦海඿開ൃ事業「ை೫৿」
について
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
　様々なಛ৭を持つԭೄ市ですが、
市域の 3 ׂ以上がถ܉基地等に઎
められていることもあり、৽たな開
発用地の不足がまͪの発లへの大き
な՝題でありました。そのような中、
ઌ人たͪは海に活路をݟい出し、৽
たな土地を生み出そうとスλートさ
せたのが東部海඿開発事業であり、
本市の՝題であるޏ用の創出やまͪ
の活性化を行うとともに、ԭೄ本島
東海岸地域の活性化を୲う΂く、国・
ԭೄ県・ԭೄ市が連携して事業を進
めています。
　本事業は、ԭೄ市東部のԭ合
800mにҐ置する95IBの人工島であ
り、市民公ืにより「潮೫৿（しお
のもり）」と໊付けられ、ԭೄ県最
大ڃとなる 900m のϩングϏーチを
活かしたϏーチフϩント観光拠点の

沖縄本島における沖縄市と潮乃森の位置関係
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創出を目指しています。
　潮೫৿はまだຒཱ工事中であり、
土地ར用までࢸっていませんが、֓
成したϩングϏーチを活用したイϕン
トを実施していますので、そͪらを
঺հします。

潮乃森が誇る沖縄県最大級900mのロングビーチ

ை೫৿ϏʔνフΣελ2�2�
について
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
　本市では、国およびԭೄ県、地
域のみなさまのڠ力のもと、事業の
PR と機ӡৢ成を目的に、ฏ成 28

年から海水ཋシーズンにϏーチイϕン
トを実施し、ԭೄ市ॳとなるϏーチ
のඒしさや海の੨さをഽでײじても
らっています。

潮乃森（95ha）の土地利用計画
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　ྫ年のϏーチイϕントは、土༵日
と日༵日の 日̎間で開࠵していました
が、ԭೄ市市制施行 50 周年という
અ目の年であったࡢ年は、ه念事業
として 8 日間・4 िにわたり「潮೫৿
Ϗーチフェスλ 2024」を開࠵しまし
た。
　イϕントでは、海水ཋはもͪ Ζん、
バナナボートや46P、海上アスレチッ
ク、フライボードなどのマリンアクテ
Ϗティをແྉで体ݧしてもらい、大
変޷ධをതしました。
　また、イϕント内༰は 4 िそれͧ
れझ向を変え、1 ि目はԻָをテー
マとしたミュージックフェス、2 ि目
は݈߁をテーマとしたフィジーク大
会やストリートワークア΢ト、3 ि目
はスポーπや食をテーマとしたϏー
チラグϏー大会やフードフェス、4 ि
目は環境や人ࡐҭ成をテーマとした
ワークシϣップと設定し、合計の来

１週目：ミュージックフェス
熱いライブは熱中症注意！

イベントチラシ

バナナボートとフライボードのコラボ

透明度の高い海での海水浴と海上アスレチック
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場者数は 9,000 人近くにの΅り、Ϗー
チフϩント観光拠点の創出に向け、
様 な々可能性をײじるイϕントとなり
ました。
　จষと写真では潮೫৿のϏーチの
す͹らしさは఻わりづらいので、ͥ
ͻ現地で体ײしてもらえれ͹޾いで
す。（ただし、現ࡏは工事中なので
入島はイϕント時限定ですɽɽɽが、
（年もイϕントは実施予定ですʂࠓ

͓ΘΓに
ŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋŋ
　本事業では、整備とあわせてا
業誘கにも取り組んでおり、完成ま
でにはまだし͹らく時間を要します
が、スーύーϤットを受入れ可能な
マリーナ整備の検討など、世界をࢹ
໺に入れた取り組みを、国やԭೄ県、
そして地域のみなさまとڠ力してӶ
意進めていきますので、「潮೫৿」
の応ԉをなにとͧよΖしくおئいしま
すʂʂ

#FBDI -JGF

2週目：フィジーク大会
青い海と白い砂浜に“映える”筋肉美

3週目：ビーチラグビー大会
国の垣根を越えて白熱！

4週目：ワークショップ
ペットボトルキャップをアップサイクルしたキーホルダーづくりを体験

「潮乃森」紹介動画
チャンネル登録お願いします！

潮乃森ビーチフェスタ
公式インスタグラム
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　呉市は，瀬戸内海のほぼ中央部，広島県の南西部に
位置し，瀬戸内海に面する陸地部と，倉橋島や安芸灘
諸島などの島嶼部で構成される気候温和で自然環境に
恵まれた環境の中にあります。
　明治初年までは半農半漁の村落でしたが，明治１9年，
第二海軍区軍港に指定，同22年呉鎮守府の開庁ととも
に本格的な海軍基地の建設が進められ，日本一の海軍
工廠を擁するまちとして発展しました。
　しかし，昭和20年の敗戦で軍需基地としての都市基
盤を失った上に，中心市街地が戦災で廃墟と化した中，
昭和25年に旧軍施設を転活用し，平和産業都市への転

換を目指す「旧軍港市転換法」が制定されたことにより，
臨海工業地帯としての基盤を確立しました。
　こうした産業の基盤となる呉港は，昭和26年に重要
港湾に指定され，同27年には呉市が港湾管理者となり，
港の自主運営が確立され諸施設の復旧整備が進み，貿
易港として生まれ変わりました。そして，昭和29年に
は海上自衛隊呉地方隊・呉地方総監部が設置されていま
す。今日の呉港は造船・機械などの臨海工業群を背景と
した工業港として，また海上交通の要衝として重要な
役割を果たしています。
　平成１5年から平成１7年にかけての近隣8町との合
併により，美しい自然や歴史，文化，地域産業など特
色のある多くの地域資源を有することになり，さらに
は平成１7年に呉鎮守府が置かれた明治から未来にいた
る呉市の歩みと科学技術の素晴らしさを語り継ぐ博物
館として呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）の開
館に続き平成１9年には海上自衛隊呉史料館（てつのく
じら館）が開館し，多くの来館者で賑わっています。
　令和5年には，島嶼部にある江戸時代に潮待ち・風待
ちの港町として栄え，瀬戸内海交通の中継港として時
代時代に応じた発展を示し，その痕跡を今なお残して
いる御手洗(みたらい)と瀬戸内海の海上交通の要衝とし
て栄え，江戸時代の大名・幕吏・公家など往来時に休息
所として，また朝鮮通信使などの外交使節団も宿泊地
として寄港した下蒲刈(しもかまがり)へ呉市として初の
外国船籍クルーズ船の寄港が実現しました。
　呉市は海軍時代からの歴史の息吹が今なお感じられ
るまちであり，建造中の大型コンテナ船やたくさんの
クレーン，行き交う船には潜水艦があったり，そして
海軍や海上自衛隊を知ることができる特徴的な施設も
ある一方，近傍を含め多くの旧跡にも恵まれておりま
すので，島嶼部だけでなく呉市中心部の呉港への客船
誘致にも務めています。

グ ル メ紀行
な ぎ さ

/P���

港課ړ部港湾ۀ࢈ࢢޖ
課ڵৼޫ؍　　　　　  

Column
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Պֶؗʢେ࿨ϛϡーδΞϜʣɹ࢙ྺࣄ海ࢢޖ
呉で建造された巨大戦艦「大和」を１/ １0に忠実に再
現。零戦，人間魚雷「回天」などの実物を展示。日本の
近代化とともに歩んだ「呉の歴史」とそれを支えた造船・
製鋼をはじめとした各種の「科学技術」を今に伝えます。

海্ࣗӴୂ࢙ޖྉؗʢͯͭͷ͘͡Βؗʣ
日本で唯一，実物の潜水艦を陸上展示する史料館。館
内の公開ほか，海上自衛隊の歴史や掃海艇の活躍など
も紹介しています。

ΞレΠ͔Β͢͜͡·
世界でも珍しく，潜水艦を間近で見ることのできる公

園。魚雷の積み下ろしのために明治34年に設置された
英国製のクレーンが護岸の南端に残されています。周
辺は旧海軍工廠のレンガ建造物が並ぶレトロな雰囲気
です。

Լמו
下蒲刈は，古くから瀬戸内海の交通の要衝として栄え，
江戸時代には朝鮮通信使や参勤交代の西国大名も立ち
寄った島です。三之瀬地区には，ユネスコ「世界の記憶」
登録資料を所蔵する朝鮮通信使資料館「御馳走一番館」
や「蘭島閣美術館」など文化施設が石畳の通りに沿って
立ち並んでいます。

खચͷொฒΈޚ
御手洗の町並みの特徴は，江戸時代の中頃から幕末に
かけて形成されていった町の形態や構造がよく残って
おり，近世から近代にかけての伝統的建造物とともに
高灯籠や雁木などの歴史的港湾関係遺構も保存され瀬
戸内海の潮待ち・風待ちの港町としての歴史的風致をよ
く残しています。

Պֶؗ（大࿨ミュージアム）࢙ྺࣄ市海ޖ

海上ࣗӴୂ࢙ޖྉؗ（てͭのく͡Βؗ）

アレイ͔Βす͜͡ま

Լמו

खચのொฒΈޚ
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ɹάϧϝ紹介

　海と山に囲まれた呉市は，豊かな食材の宝庫です。
　庶民的な味や歴史を感じる伝統食，温かな気候に育
まれた山の幸や，穏やかな海育ちの海産物をふんだん
に使用した料理が揃っています。
　呉市には，地元グルメを楽しめる飲食店が数多くあ
ります。多彩な美味しさをぜひ堪能してください。

ʲ͏ࡉͲΜʳ
呉ならではの「細うどん」は，柔らかく細い麺が特徴。
海軍工廠で働く職人たちが短い休憩時間でも手早く食
事を済ませられるよう工夫されたこの麺は，今も地元
の定番グルメとして親しまれています。その食感は優
しく，スープとの相性も抜群。家庭でも日常的に食べ
られる一品です。ぜひ，懐かしさと温もりを感じなが
ら味わってください。

ʲྫྷޖ໙ʳ
呉のソウルフードといえば「呉冷麺」。平打ち麺に絡む
甘酸っぱいタレの風味がやみつきになります。
一年を通して楽しめる「呉冷麺」を提供するお店には，
連日，開店前からお客さんの行列ができるほどの人気
グルメとなっています。

ʲޖ海ࣗΧレーʳ
毎週金曜日の昼食に海上自衛隊呉基地所属の艦艇や部
隊で食べられているカレー。隊員の健康を第一に考え
て作られた，こだわりの詰まったこのカレーを海上自
衛隊の調理員から直接教わり，約20の市内飲食店で忠
実に再現して提供しています。
さらに，呉海自カレーを巡る「シールラリー」も実施中
です。参加店舗で呉海自カレーを食べるとシールがも
らえ，一定数を集めると限定グッズが手に入る楽しい
企画。観光のついでにシールラリーに参加しながら，
お気に入りのカレーを見つけるのもおすすめです。

ʲͪΓΊΜʳ
呉の海が育んだ「ちりめん」は，イワシの稚魚を丁寧に
加工した逸品。漂白をせず，自然の風味をそのまま味
わえるため，全国から高い評価を受けています。

ͲΜ͏ࡉ

໙ྫྷޖ

海ࣗΧレーޖ
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グ ル メ紀行
な ぎ さ

グ ル メ紀行
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ʲԴᥡʳ
呉は全国有数のかき生産地！穏やかな瀬戸内海でじっ
くり育まれた呉の牡蠣は，大粒で濃厚な味わいが魅力。
寒さが厳しくなるほど旨味が凝縮されます。毎年冬に
各地で開催される「かき祭り」では，焼き牡蠣やフライ
などの様々な調理法で堪能できます。地元ならではの
贅沢なグルメをぜひお楽しみください。

ʲେ௕Έ͔Μʳ
豊・豊浜の大長みかんは全国に誇るブランド。コクがあ
り甘くさわやかな味が魅力です。地元では贈答用とし
ても重宝されており，旅行のお土産にも最適です。

ʲ͓ๅτϚτʳ
倉橋地区で育てられる「お宝トマト」は，冬春トマトの
代表格。その深紅の見た目と，ぎゅっと詰まった果肉
の濃い味わいが特徴です。

ʲレϞϯʳ
呉市はレモンの出荷量日本一を誇る，日本を代表する
レモンの産地。その中でも「豊地区」は広島県産レモン
発祥の地として知られています。瀬戸内海の温暖な気
候と肥沃な土地で育てられたレモンは，爽やかな酸味
と香りが特徴です。安全面にも配慮し栽培されている
ので皮ごと召し上がれます。

ʹޙ࠷

　令和７年２月から大和ミュージアムが大規模リ
ニューアル工事のため休館になりますが，休館対策と
して市内各地で「呉・大博覧会」と銘打って様々なイベン
トを実施しますので，是非お越しください。

ͪりΊΜ

Դᥡ

大௕Έ͔Μ

おๅトϚト

レϞン
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　໠ॵだった 2023。さらに上回
るԌॵの2024 年。いまや気温が
40౓を௒える日は珍しくなくɺҏ
੎湾内の海水温が30౓というのも
見׳れた。
　気৅庁によれば「2024 年の年
平ۉ気温ภ （ࠩ�99� ʙ 2020 年
の30年間の平ۉ஋）はʴ��64ˆでɺ
統ܭ開࢝の�898 年Ҏ߱ɺ2023
年を大きく上回りɺ最も高い」。一
方海面水温については「日本近海に
おける2023 年までのおよそ�00
年間にわたる平ۉ海面水温の上ঢ
཰はʴ��28ˆ /�00 年。この上ঢ
は世界平ۉの海面水温上ঢ཰（ʴ
0�6�ˆ）よりも高くɺ日本の気温
の上ঢ཰（ʴ��35ˆ /�00 年）と
同ఔ౓である」と記している。

　朝日৽ฉ2024 年̑月の記事で
はɺؠ手県ٶ古市でイηΤϏが֫

Column

海 と ఱ ࢖ ͨ ͪ の � � � �

私　海岸ͱ
s e a s i d e

Ѫ知県௼りインストラクター連絡機構
໰　大　ా　豊　明ސ

れたという。イηΤϏは主に温かい
海に生息しɺ国内の๺限はかつて
ҵ৓県ԭとされていた。ٶ古市の
県立水産科学館の࿩によればɺ地
元のٶ古湾で202�年に初めて2
ඖ確ೝされɺ22 年はθロɺ23 年
は�8ඖɺという。
　西日本が名産のଠ౛魚はこの�0
年ɺ大෼ɺѪඤɺ和Վ山の 3県合
ٶ手ɺؠった。一方ɺݮで�/6にܭ

৓ɺ෱島の3県は合ܭで25ഒとなっ
たとใじる。

の௼りはࢲ　 30 代に౤͛௼りの
全国૊৫「全日本αーフ」に入会し
たことから本格化。同団ମは今年ɺ
૑立60周年をܴえた。活ಈの྆
ྠは「大物௼り」と「ΩϟステΟング

（ԕ౤技術）」。૲૑ظのઌ人はɺ௼
り人にありがちな多֫をռめた。そ

௼Γࢦಋࢳͷ݁ͼ͔ͨࢦಋ

௼Γࢦಋ Ωϡʔηϯͱϋθ



Wave & Beach 49

の理೦が「楽しみを௼る」。௼りを
目的にしɺたくさん௼ろうとするか
らトラブルがىこる。௼りは手ஈに
աぎないと教える。では目的はな
にかʁ　答えが「楽しみを௼る」で
ある。規定Ҏ上の大きい魚を௼れ
ばɺ表জするシステムをとり入れた。
ྫえばΩスは最௿ 26DN Ҏ上ɺカ
レイやマμイɺアイナメは30DNҎ
上としɺ௼った都౓ਃ੥すれば生֔
記録としてೝ定しɺ大物�߸からόッ
ジが໯えた。όッジを集めるのも
会員の楽しみになった。�ສ人近い
会員の大物記録（魚種ɺ県ผ௼魚数）
が設立時の�964（昭和39）年か
ら手元にある。

　大物魚がਃ੥されると会ใで৘
ใをڞ有する。大物を௼りたい会
員は౰֘ڠ会へ連絡をとりɺ௼りに
出かける。
　大きい魚が௼れたとなればɺٵ
い寄せられるように全国から会員
が集まってくる。県ผ௼魚数はɺ今
どこでԿが௼れているかを見事に表
している。
　温暖化によるカレイ๺上のಈきを
この資料から考࡯しよう。かつて瀬
戸内海で40DNを௒える大物が௼
れた。ࢲも�983（昭和 58）年に
イシガレイ5���DNをಙ島県໐໳で
௼った。しかし海水温の上ঢなどでɺ
2000 年ころから魚ྨの๺上が࢝
まりɺ今や大カレイは๺海ಓがメッ
カになった。

　۩ମྫとして瀬戸内海のѪඤ県
と๺海ಓの大物カレイ（30DN Ҏ
上）の 30 年間の௼魚数ਪҠをݕ
ূする。
　まずѪඤ県。�994 ʙ 2003年
の�0 年で4
569 ඖ ௼れɺ2004
ʙ 20�3年は2
987ඖɺ20�4 ʙ
2023 年は2
�39 ඖと半ݮしてい
る。30年間の合ܭ௼魚数は9
695
ඖ。
一方 ๺ 海 ಓ は�994 ʙ 2003 年
2
9�6 ඖɺ2004 ʙ 20�3 年 は
3
�90 ඖɺ20�4 ʙ 2023 年 が
5
965 ඖとഒ૿しɺ30 年間の総
௼魚数は�2
07�ඖである。瀬戸
内海の஺落と๺海ಓの躍進が࢕え
る。本ྫが魚ྨ๺上の一端を表し
ているのではないだろうか。

Ωϡʔηϯͱϋθ

େ͖ͳΩεμϒϧ
λέϊίϝόϧ Ξδ͕௼Ε·ͨ͠

ηΠΰͩΑΧαΰϚΰν

ΩεΑʙྑܕΩεΫδϝ
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　2024年も知多半島でフΝミリー
中心の「௼り教ࣨ」を�8回開催した。
௼りの基本ɺ潮ࣚɺ海৅ɺ自然環境ɺ
の重要性ɺルール・マナーな۩໋ٹ
どを教えɺਗ਼掃を行った。
　ҏ੎湾も温暖化による自然界の
変調が見られる。2023年ɺりんく
う常׈の౤͛௼りでɺ初めてμイナ
ンウミϔϏが௼れた。ࢲの記憶で
は昭和 50 年代ޙ半ɺࣛࣇ島県内
之Ӝ湾で௼ってҎ来である。アイナ
メが࢟をফしɺアイΰやαメɺΤイ
が૿えた。

　今߸ではレンズがとらえた水辺の
天使たちのস2024إ 年൛をおಧ
けする。「௼りっていいな！」とࢥう。
༮きかれらの未来のためにもɺ豊
かな自然を残していきたい。
　最ޙにご支ԉいただいた௼りメー
カーのがまかつ様ɺグローブライド
様ɺマルΩユー様に深ँਃし上͛ます。

直治説く「釣りは師を釣れ」春の潮
豊明 �݄਌ࢠ௼Γࣨڭʢඒ඿ொʣ

΍ͬͨͶ

ϋθͱωζοϙ

��݄ϑϨϯυϦʔΧοϓ௼Γେ会ʢৗࢢ׈ʣ

�݄ϑϨϯυϦʔΧοϓ௼Γେ会ʢৗࢢ׈ʣ
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ൃ ࿨ྩ ߦ � ೥ � ݄ �� ೔
ॴߦൃ 港湾海岸防災協議会

˟ �������� ౦ژ౎港۠੺ࡔ �����　ॅ༑ੜ໋ࢁԦϏϧ � ֊
5&-� ������������ʢ୅දʣ

ฤूऀ݉ߦൃ ޿ʑ木　རࠤ

ҹ࡮ॴ 会ࣾ　5#4άϩ΢σΟΞࣜג
˟ ��������　౦ژ౎港۠੺ࡔ ������
5&-� ������������

೾ͱͳ͗͞
/P����

集ͷ͓஌Βͤืߘݪ

　ຊࢽͰ͸ɺಡऀ૬ޓͷ交 ・ྲྀ৘ใ交׵ΛਤΔͨΊɺಡऀͷօ༷͔Βͷ౤ߘίʔφʔΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ࠾༻ͤͯ͞
͍͍ͨͩͨํʹ͸ബँɺࢽࡌܝΛ্ࠩ͛͠·͢ʢԠืऀଟ਺ͷ৔߹͸ɺ͢΂ͯࡌܝͰ͖ͳ͍͜ͱ΋͋Γ·͢ʣɻօ
༷ͷ͝Ԡืɺ͓଴͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

ൃ ࿨ྩ ߦ � ೥ � ݄ �� ೔
ॴߦൃ 港湾海岸防災協議会

˟ �������� ౦ژ౎港۠੺ࡔ �����　ॅ༑ੜ໋ࢁԦϏϧ � ֊
5&-� ������������ʢ୅දʣ

ฤूऀ݉ߦൃ ޿ʑ木　རࠤ

ҹ࡮ॴ 会ࣾ　5#4άϩ΢σΟΞࣜג
˟ ��������　౦ژ౎港۠੺ࡔ ������
5&-� ������������

೾ͱͳ͗͞
/P����

集ͷ͓஌Βͤืߘݪ

　ຊࢽͰ͸ɺಡऀ૬ޓͷ交 ・ྲྀ৘ใ交׵ΛਤΔͨΊɺಡऀͷօ༷͔Βͷ౤ߘίʔφʔΛઃ͚͍ͯ·͢ɻ࠾༻ͤͯ͞
͍͍ͨͩͨํʹ͸ബँɺࢽࡌܝΛ্ࠩ͛͠·͢ʢԠืऀଟ਺ͷ৔߹͸ɺ͢΂ͯࡌܝͰ͖ͳ͍͜ͱ΋͋Γ·͢ʣɻօ
༷ͷ͝Ԡืɺ͓଴͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

˙ίラム「ࢲͱ海岸」ʢຖ߸໊̎ఔ౓ࡌܝ༧ఆʣ
　Ϗʔν・海岸ʹؔΘΔझຯͷ࿩ɺମݧஊɺࣦഊஊɺ͓΋͠Ζ࿩ɺ਎ۙͳ͜ͱɺཱྀߦ࿩౳ɺͳΜͰ΋݁ߏͰ͢ͷͰɺ
ɻ͍ͩ͘͞ߘ౤͝ʹܰؾ

⁞จࣈ਺ɿ�
���ʙ�
ϖʔδ෼ʣ　　 ςʔϚʹԊ͓ͬͨࣸਅ�ʙ�ຕఔ౓̍ࢽఔ౓ʢຊࣈ���

「̇501*$4」
　ʮh ೾ͱͳ͗͞ʱʹ͞ࡌܝΕͨ׆ಈͷʠͦͷޙʡΛ͓஌Β͍ͤͨ͠ʯɺʮࠓɺ͜ΜͳऔΓ૊ΈΛ͍ͯ͠·͢ʯ
� ͦ͏ͨ͠৘ใͷߘݪΛ͓଴͍ͪͯ͠·͢ɻ
⁞จࣈ਺ɿ�
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本社　〒 112-0012  東京都文京区大塚 3-5-9 （住友成泉小石川ビル別館６階）
　　　TEL 03-5981-8691　FAX 03-5981-8692

北海道支店 T E L  0 1 1 - 8 6 0 - 8 3 3 3
東 北 支 店 T E L  0 2 2 - 2 1 7 - 2 1 6 7

東 京 支 店 T E L  0 3 - 5 9 8 1 - 8 6 9 3
大 阪 支 店 T E L  0 6 - 6 3 0 7 - 2 6 3 0
福 岡 支 店 T E L  0 9 2 - 4 8 1 - 7 3 6 3



170mm×120mm　20230824
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